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１　コンドームを補充する代わりに膣内で射精させてくれる幼馴染









「なあ瑞希、見てくれよこれ」

　俺は十円玉を取り出すと、指先にぐっと力を込めてみせる。

　そしてそのまま、グググッと折り曲げてみせた。

「うわっ、すごっ！　どうやったのそれ。手品？」

　瑞希は目を丸くしながら、いつものように俺の脚の間にストンと腰を下ろした。

「種も仕掛けもねーよ。純粋な握力だ。なんか俺、人より握力強いみたいなんだよな」

　俺もいつもの通り、瑞希を抱きしめるように腕を回し、

「なんか鍛えたりしてたっけ？」

「いや、全然。強いて言えば――」

　そしてその胸を思いきり鷲掴みにした。

「これくらいかなあ」

「あはは、そんなんで握力つくの？」

　よくよく思い返してみれば、不思議なことだ。特に付き合ってる訳でもない幼馴染のおっぱいを揉みしだくこと、十二年。

　三百六十五日、毎日欠かさず揉んできたのだ。

「お前はこんなに成長してるんだから、俺の手の方も成長してもおかしくはないんじゃないか？」

　元々は、瑞希が言い出したことだった。胸を大きくしたいから、揉んでくれないか、と。

　特に断る理由もなく了解したその約束は、三年後には習慣になり、六年後には日常になり、九年後には生活になり、十二年後の今は呼吸のように当たり前の行動になっていた。

「お前今これ、何カップあるんだ？」

　ブラをつけてない瑞希の胸を、やわやわと揉む。

「んー。この前測ったときはＨだったかな」

「へえ。道理で、クラスの男どもが騒ぐわけだ」

「え、そうなの？」

「おう」

　瑞希はその高二にあるまじき巨乳の上に、よくよく考えてみれば顔立ちも悪くない。

「このおっぱいを揉みしだきたい、って言ってんのは割とよく聞くなあ」

「へー……じゃあ実際に揉みしだいてる弘樹くん、ご感想は？」

　そんなことを聞かれて、俺は答えに窮した。

「うーん。感想って言われてもなあ」

「あはは、だよねえ」

　少なくとも興奮とか緊張とかそういうのは一切ない。

「強いて言えば……気持ち悪い？」

「えっ？」

　俺が言うと、俺に背を預けされるがままに乳を揉まれながらスマホを弄っていた瑞希は、驚いた顔で振り向いた。

「瑞希が部屋にいるのに揉んでないと気持ち悪い」

「ああ、なんだ、そういう意味か。びっくりした。それならわかる」

「毎日のことだしなあ」

「感覚としては歯磨きとかに近いよね」

　なるほどそれは言い得て妙だった。飯を食ったのに歯を磨かないのは気持ち悪いように、瑞希が部屋に入って来てるのにその乳を揉まないのは気持ち悪い。

　そんな感覚だ。

「まあ勝手にやってくる歯ブラシだけどな」

　なにせ十二年の付き合いだ。親ももはやお互いが家に入ってくるのを見咎めたりしない。なんならただいまって言いながら入ってくるしなあこいつ。

「歯磨きっていえば、アレもいいか？」

「うん、いいよいいよー」

　瑞希は軽い口調で言って腰を浮かすと、するりと下着を脱ぎ捨てる。

「仰向けでい？」

「ん、オッケ」

　そしてコロンとベッドの上に転がると、両脚を広げてみせた。

　俺は手早くコンドームを装着する。そして、瑞希の膣内に挿入した。

「あー……気持ちいー……」

「温泉じゃないんだから」

　腰から下が蕩けるような快感に思わず声を上げると、瑞希はそう言ってクスクスと笑う。

「いやー温かいしリラックスできるし気持ちいいし、実質温泉じゃね？　これ」

「はいはい。それじゃあ、瑞希のおま×こ温泉、好きなだけご堪能ください」

　瑞希はおどけたようにそう言って、スマホに視線を戻した。

　今から四年くらい前のことだろうか。

　俺が自室でオナニーしているとき、瑞希が入ってきた。

『毎日おっぱいを揉んでもらってるお礼に、わたしの身体好きに使ってオナニーしていいよ』

　別に今さらち×ぽを見られて照れるような仲でもなかったが、自分の手で逸物をこする姿が情けなかったのだろうか。瑞希はそんな提案をした。

　初めは手で。次第に口や胸で。そしてある日、

『なあ、瑞希のま×こ使ってオナニーしたいんだけど、いいか？』

　俺のそんな問いに。

『いいよいいよ』

　瑞希はいつものようにそう答えて以来、俺は毎日のように瑞希のま×こでオナニーさせてもらっている。言うなればこれも日課みたいなもんだ。

「あーいい……めっちゃ気持ちいい……」

　瑞希の膣でち×ぽを擦り上げるたびに痺れるような快感が走り、そんな言葉が思わず口から漏れる。瑞希はスマホに集中して素知らぬ顔をしていたが、俺が声を上げるたびにほんのわずか、口角が上がるのを知っていた。

「瑞希、おっぱい失礼するぞ」

「あいよー」

　俺がそう言うと、瑞希は心持ち背中を持ち上げてやりやすくしてくれる。服をずり上げると、Ｈカップのおっぱいがぽろんとまろび出た。

　腰をパンパン打ちつけながらこのおっぱいを両手で掴むと、ちょうどいい感じの位置にある。俺は密かにそれを瑞希ハンドルと呼んでいた。

「毎日揉んでるのに、見ると興奮するのなんで？」

　ふと、瑞希はちらりと視線を向けてそんなことを言う。

「んー。なんつか、見るのはまた違うんだよ」

「ふうん」

　気のない返事をしつつ、瑞希は右手のスマホに視線を戻した。

「正直、お前のおっぱいは結構エロい」

　ブラで寄せて上げるまでもなく深い谷間ができた瑞希ハンドルは、爆乳と呼んでいい大きさだ。俺が散々揉みしだいていたせいか乳首はピンと立っている。乳輪は大きすぎず小さすぎず、色は薄めで目立たない。

「エロいっスか」

「エロいっス」

　答えると、まんざらでもなかったのだろう。平静を装っていたが、瑞希の口元はにまにましていた。

　人見知りで無愛想なせいで、クラスじゃクールビューティーな倉橋さんなどと呼ばれてるが、こいつ結構顔に出るんだよな。

「あーイくイく……っ」

　瑞希ハンドルを揉みしだきながら、ぐりぐりと根本を密着させるように腰を押しつける。イキそうな時は激しくピストンするよりも、こうする方が気持ちいいというのは経験上わかっていた。

「イっ、く……！」

　断続的に痺れるような快感が走り、ゴムの中に思いきり射精する。

「ふ〜……」

　そのままズリズリと何度か瑞希の膣壁に擦りつけるように腰を動かして最後の一滴まで吐き出すと、俺は上半身を倒して瑞希の胸の中に顔を埋めた。

「弘樹くん、気持ちよかった？」

「ああ、最高……よっと」

　瑞希に答え、彼女の中からち×ぽを引き抜いて俺はベッドの横を見回す。

「あ、やべ、ティッシュ切れてる」

　目当てのティッシュ箱には中身がなく、空っぽの箱だけが残っていた。

「いいよいいよ、掃除したげる」

　そう言って瑞希は俺のち×ぽからゴムを外すと、柔らかくなりかけのそれをぱくりと口に咥えた。そのままつぷりと根本までを咥え込み、ちゅうちゅうと吸い上げながら指で扱きたて、尿道に残った精液を全部吸い上げる。

　それが終わると舌を長く伸ばして袋の方から丁寧にぺろぺろと舐め清めていきつつ、やわやわと手で竿をしごく。

「ん、おしまい」

　そしてバキバキに勃起したち×ぽにちゅっと音を立ててキスすると、手と唇を離した。

「いやおしまいじゃねーよ、どうすんだよこれは」

「ありゃ」

　瑞希の丁寧なお掃除フェラのせいで、俺のち×ぽは完全に臨戦態勢だ。もう一発出しとかないと、とても収まりそうもない。

「もっかい使う？」

「いや、もうゴムもないしさ。さっきのが最後の一個」

　俺は買い置きの重要性を学んだ。消耗品はしっかり準備しておくに限る。

「じゃあおっぱい使う？」

「いや、気持ち悪いだろ、ティッシュないんだし」

　胸を持ち上げて提案する瑞希に、首を振る。それにこの昂りはパイズリで処理するのは勿体ない気がした。

「んー。じゃあ、別に生でしてもいいよ」

　そう言って瑞希は再びコロンと転がると、ぱくりとま×こを広げてみせた。

「いいのか？」

「うん。多分大丈夫な日だし」

　瑞希がそう言うなら、いいか。

　しかしさすがに生でセックスするのは初めてだ。いつになく緊張しながらも、俺は瑞希の腰を掴むと、ズブズブとち×ぽを埋め込んでいく。

「うぉっ……」

「どしたのー？」

　うめき声を上げる俺に、瑞希はスマホを見ながらのんきに尋ねた。

「いや……なんだこれ、ぜんぜん違う。メチャクチャ気持ちいい」

　快楽の解像度が高い……とでも、言うべきだろうか。直接感じる瑞希の膣内は、ゴム越しとはまるで別物だった。

「へー」

　感動する俺をよそに、当の本人は自分から聞いてきたくせにあまり興味なさげだ。

　まあいいか。これはあくまでオナニーを手伝ってもらっているにすぎない。

　俺はせっかくの生を堪能することにした。

「ああ……スッゲ……腰持ってかれそ……」

　ゴムをしてても瑞希のま×こは腰が蕩けそうな気持ちよさだが、これは腰が引っこ抜かれて持っていかれそうな程の快感だ。

「あーやべ……イくっ……もうイくっ……！」

　さっき出したばっかりだと言うのに全然我慢が利かない。激しい射精衝動に襲われながらも、瑞希の中から出たくないという想いが俺を支配していた。

「瑞希、中に出していいかっ？」

「ん、いいよいいよ。気持ちよく出しちゃいなー」

　思わず尋ねると、瑞希は案の定、いつものようにそう答えた。

「あーイくイくイくイく……出る……っ！」

　ぐりぐりと股間を瑞希の股に押しつけて、俺は一気に精液を開放する。

「あーっ……あぁ……うっ、く、ああ……」

　びゅるびゅると、瑞希の中に射精する。初めての生中出し。

　その行為にはまるで外で立ちションするような、若干の後ろめたさと、それを吹き飛ばすほどの開放感があった。

「全部出し終わった？」

「ああ……」

「じゃ、交代。わたしのおっぱい揉んで」

「ん。このままでいいか？」

「いいよいいよー」

　俺は瑞希と繋がったまま、彼女の胸に顔を埋め、そのおっぱいを揉む。

　一日最低でも三十分は揉むのが約束だ。

「あっ、ねえ、弘樹くん、見て見てこれ」

　そうする間、瑞希がたまに可愛い動物の画像だの、面白い動画だのをスマホで見せてくる。心地よい、まったりした時間。

「……あ」

　瑞希の中に入りっぱなしのち×ぽが回復して、大きく膨らんだのに、俺たちは同時に気づく。

「……もっかい、いい？」

「ん。いいよいいよ」

　やっぱり瑞希は「困った子だなあ」って言いたそうな笑みを浮かべて、そう答えた。

「好きなだけ使ってちょうだい」















２　ちゃんと顔を見る代わりにおっぱいを見せつけてくれる幼馴染









「そう言えばお前さ、今日また告白されてたろ」

「うん。見てたの？」

　今日も今日とてのんべんだらりと瑞希のおっぱいを揉みながら、俺たちはそんな話をする。

「たまたまな。あれ、三年の高橋先輩だろ。サッカー部の」

　こう見えて、瑞希は結構モテる。月に一、二回は校舎裏なんかに呼び出されて告白されていた。まあこの俺が育てたおっぱいのおかげと思えば、少し誇らしい気持ちがないわけではない。

「そうなの？　名前言ってくれなかったから知らない」

「結構有名人だぞあの人。サッカー部のエースでめっちゃモテてるって噂だ」

　まあ俺も人づてに聞いただけの話なんだが。でも実際、高橋先輩は顔もいいし背も高いし、モテそうなオーラを纏っていた。

「へえー。そうなんだ」

　瑞希は俺にもたれかかるようにして背中を預け、胸を揉まれながら漫画を読みつつ、あまり興味なさそうに答える。

「で、今回も振ったのか？」

「うん。だって知らない人だし……」

　だろうな、とは思った。瑞希は結構人見知りするタイプで、見知らぬ相手と会話するのを極端に嫌う傾向がある。付き合ってみたら気が合う相手かも知れない、みたいな発想がそもそもないのだ。

「勿体ない話だよなあ」

　まったくモテない俺からしてみれば、そんないい相手なら試しに付き合うくらいしてみてもいいのに、と思わなくもない。

「えー。弘樹くんだったら付き合うの？」

「そもそも俺はそんな話がこないからな」

　自慢じゃないが、一度たりとて告白なんてされたことがない。そもそもそんなこと考える必要はなかった。

「ふーん……でもわたし、付き合うとしてもちゃんと顔を見てくれる人がいいなあ」

「なんだそれ」

　顔くらいいくらでも見るだろ。何いってんだこいつ。

「今日のその……高杉先輩？　も、そうなんだけど、男の人ってみんな顔見て話してくれないんだよね」

「はあ？　じゃあどこ見んだよ」

「おっぱい」

　俺の疑問は、一瞬にして解消された。

「あー……なるほどね」

　考えてみれば、こいつＨカップなんだった。こんだけでかけりゃついつい目が行ってしまうのも仕方ないのかも知れない。そもそも当たり判定が顔よりデカいしな。

「その気持ちはわからなくもないけどな」

「えー。弘樹くんはちゃんとわたしの顔見てくれるじゃない」

「俺は見慣れてるからなあ」

　普段からこうして揉みしだいてもいるわけだし、今さら瑞希のおっぱいに思うところなんてない。

「むぅー」

　瑞希は何やら不思議な鳴き声を上げると、くるりと振り返って俺の腰の上に跨る格好になった。

「どした」

　そうされるとそのでっかい胸が顔の目の前に来るので、瑞希の顔が見えなくなる。俺は少し上半身を反らして瑞希を見上げた。

「ちらり」

　すると瑞希はわざとらしい効果音とともに、Ｔシャツの裾をたくし上げる。ムッ、こいつ、おっぱいを見せようとしているな──!?

　確かに言われた通り、今の俺は瑞希のおっぱいを無視して顔を見ていた。しかしさすがに生のおっぱいとなると視線を吸い寄せる圧倒的な力、パワーを感じる。

「ちらちら」

　先端が見えるか見えないか、ギリギリのところで裾をひらひらされる瑞希に、俺は断固として視線を動かさない。その手に乗ってなるものか。

　視界の端で柔らかそうな下乳がチラチラと出たり消えたりするのは物凄い誘惑だったが、そんなものに負けてしまっては男としての沽券に関わる。俺は断固として瑞希の顔を見つめ続けた。

「……恥ずかしい」

　やがて瑞希の方が照れて、視線をそむける。俺は勝利したのだ。

「弘樹くん、おっぱい見ないのはいいんだけどさ」

「おう」

　勝利者たる俺に、敗北者が負け惜しみのような言葉を口にする。

「ここ、すっごく大きくなってるんだけど」

　瑞希は俺の股間を触ってそう言った。

「ぬかったわ」

　勝利したつもりが、まさかとっくに敗北していたとは……。

「使う？」

「使う」

　頷くと瑞希が俺に乗せていた腰を上げるので、俺は阿吽の呼吸でズボンを下ろす。チャックを下げて出してもいいんだが、そうするとジッパーが当たってお互いに痛いんだよな。

「よいしょ」

　瑞希の方はスカートの中でショーツだけを横にずらして、そのまま俺の上に腰を下ろす感じで挿入する。

「瑞希、おっぱい」

「はいはい」

　声をかけると瑞希はＴシャツを限界までたくし上げ、その端を口で咥えた。

「ん」

「サンキュ」

　突き出されるＨカップを両手で鷲掴みにすると、瑞希は満足したように口を離して読書に戻った。

「でもやっぱり、人と話す時におっぱいしか見ないのは失礼だと思うんだよ」

「今俺はおっぱいしか見えないけどな……」

　というか、俺の頭にのしかかるようにしてもたれる瑞希のおっぱいが俺の顔を塞いでしまっているため、正確に言えば何も見えない。口を谷間に出して呼吸しないと、そのまま窒息死する体勢だ。

「男女逆にしたらさ。おちん×んしか見ないようなものでしょ？」

「それはめちゃくちゃ失礼だな」

　失礼というか、ちょっと頭のおかしい人みたいだ。

「ねー。そんな人とお付き合いするのはちょっと、と思うわたしの気持ちもおわかりいただけるだろうか」

　そう言いつつ、瑞希は背中を曲げて視線を下に向けた。多分、絶賛結合中の俺の股間を見ようと思ったんだと思う。

「……見えない」

「そりゃなあ」

　だが自分の足元さえ見ることができない生き物に、股間を見ることができるはずもなかった。おっぱいがデカすぎて視線を遮るからだ。

「スマホで撮ってやろうか？」

「うん」

　俺は一旦瑞希のおっぱいから手を離し、ベッドの上に転がったスマホを取ってカメラを起動する。同時に瑞希はスカートをたくし上げてち×こがずっぷり刺さったま×こを露出した。

「ちょっと腰浮かして。うん、いいね」

　見やすいように半分くらい瑞希の中に入った状態で、パシャリと撮って見せる。

「うわー。えっちだ。初めて見た」

　ずっぷりと自分の性器に突き刺さった俺のち×こを見て、瑞希は目を丸くする。俺は毎回目にしてるが、そういや瑞希はどんな体勢でもハンドルが邪魔になって見えないのか。

「ねえこれ、壁紙にしていい？」

「いいわけあるか」

　そう言いつつも、まじまじと結合の様子を見つめる瑞希を見ていると俺もだんだん興奮してきた。

「あーイキそ……そういやまた生でしちゃってるけど、いいのか？」

「うん。いいよいいよ。そのまま中に出しちゃって大丈夫」

　この前初めて生でして以来、瑞希はゴムをつけるのを面倒臭がるようになった。結構物臭な奴なのだ。まあ、本人がいいと言うなら俺もそっちの方が気持ちいいし、文句はないが。

「イくイく……っ！　出す、ぞ……っ」

「ん。おいでー」

　瑞希はその豊満なおっぱいで包み込むかのように、ぎゅっと俺の頭を抱きしめる。俺はその乳房を握りつぶさんばかりに掴んで、思いっきり瑞希の膣内に射精する。

「ぐっ、うっ……っ……！」

「はぁー……」

　断続的に訪れる痺れるような快感と共に、呻くような声が漏れる。そんな俺とは裏腹に、瑞希はまるで風呂にでも入っているかのようにまったりした声を上げた。

「きもちー……」

「そうなのか？」

　俺はめちゃくちゃ気持ちいいが、瑞希の方からそう言ってくるのは珍しくって思わず尋ねる。

「うん。弘樹くんの精子がね、お腹の奥に、びゅっ、びゅーって当たってくるのがわかって。わたし中出しされるの好きかも」

　すると、弛緩しきった緊張感のない表情とは裏腹にどエロいことを言いだした。

「……まあ、お前が高橋先輩と付き合わなくてよかったよ。付き合ってたらさすがにこんなことはできないもんな」

「えっ、そーなの!?」

　瑞希は驚いた様子で目を見開く。

「そりゃそうだろ。自分の彼女が別の男に生ハメ中出しされてるのは……多分、嫌なんじゃないか？」

「へー。そういうものなんだ」

　瑞希は感心したような声を出す。まあ俺も彼女とかできたことないから知らんけど。

「うーん。じゃあわたし、やっぱり彼氏とかは作んなくていいかなあ」

　よいしょ、と瑞希は俺の上からどきながら、そんなことを言う。

「なんで？」

「弘樹くんに中出ししてもらえなくなるのはやだもん」

　そしてそう答えると、精液と愛液で濡れたち×こを咥え、お掃除フェラを始めた。

　……中出しっていうか、セックス自体駄目なんじゃないかな。

　俺はそう思ったが口には出さず、代わりにそのあと瑞希の膣内に三回くらい出した。















３　エッチな漫画を読ませる代わりにオナホになってくれる幼馴染









「お、新しい漫画だー」

　俺の部屋に来た瑞希は、たいてい最初にまず俺の本棚を漁る。俺たちは読む本の趣味が似通っているため、俺の本棚にあれば自分で買わなくて済むからだ。

「あれ、弘樹くん、これって……」

　本を手にしたままいつものようにぽすんと俺の膝の間に収まって、瑞希は開いた本を俺に見せつけてきた。

「えっちなやつじゃない!?」

「……まあ、そうだけど」

　しまった。うっかり隠しとくの忘れてた。

「うわー……弘樹くんもこういうの読むんだ……」

「言っとくけどそれはエロもあるけど、話としても面白いやつだからな」

　セックスまでしている間柄とはいえ、エロ本を見られるというのはなんだか気恥ずかしい。

「弘樹くん、おっぱい」

「お、おお」

　エロ本を読んでる女のおっぱいを揉むのもどうかと思ったが、本人から催促されて、俺は瑞希の胸に手を伸ばした。

　なんだかいたたまれないというか気まずい思いで、俺は瑞希の乳房を揉みしだく。その肩越しに、エロ漫画に食い入るような視線を向ける瑞希の顔があった。俺はなんとなく、一緒に後ろから本を眺める。

　瑞希は本を読むのが遅い。俺が三回くらい読んでもまだ同じページにいるから、面白い話でもいまいち没入することができない。

「はー……面白かった！」

「そりゃよかった」

　おかげで俺一人気まずいまま、瑞希は満足げに本を閉じた。

「わたしこの話が好きだなー。幼馴染が育乳するやつ」

「あーいいよな。俺としてはこっちの幼馴染がセックスする話が好きなんだけど」

「そうなの？　雰囲気はいいけど話の筋としては単にえっちするだけだったような」

「あーそっか。これ別の話の前日譚なんだよ。それは別の単行本だから……」

「え、そっちも読みたい」

　瑞希がそんなことを言いだして、俺はしまったと思った。

「また今度な」

「えー。今読みたいー」

　案の定、そう言い出す。俺は観念してクローゼットの扉を開いた。当たり前のように瑞希がついてきて、後ろから中を覗き込む。

「あーなるほど、えっちなのはこっちに隠してたんだ」

「くそっ、隠し場所変えるか……」

「えー、なんでー？」

　そして件の一冊を取り出し、俺たちは定位置に戻る。

「別に隠さなくったっていいじゃない。わたしもえっちなの読みたい」

「なんか恥ずかしいんだよ」

「相手がわたしでも？」

「相手がおまえでも」

「ふうん」

　瑞希はわかったようなわからないような返事をして、本を開く。しかしさっきほど本の内容に没頭していないのは明らかだった。

「ねー、弘樹くんもさー。その……こういうえっちな本読んで、自分でするの？」

　不意に、瑞希はそんなことを聞く。

「そりゃあ……まあな」

「えー。勿体ない」

　瑞希相手に隠すことでもない。俺が答えると、瑞希は不満げにそんなことを言った。

「何だよ勿体ないって」

「だってさあ。そうやって自分でするのと、わたしの中に出すのと、どっちが気持ちいい？」

　急にそんなことを聞かれて、下半身がうずく。そんなの、考えるまでもない。

「そりゃ、お前のほうが気持ちいいけど」

「でしょー？　せっかく限られた回数しかできない射精なんだから、わたしの中に出した方が得じゃない。どうせ毎日来るんだし」

「うーん」

　瑞希の理屈に、俺は唸る。

「例えばさ、お前、マックのハンバーガーと俺の手料理、どっちが好きだ？」

「そりゃ弘樹くんの料理だよ。毎日食べたい」

「まあ実際ほとんど毎日食べてるけどな」

　瑞希は料理が壊滅的に駄目だ。手先が不器用な上に段取りが下手なので、すぐに焦がしたり分量を間違えたりもする。逆に俺はそういう細々したことが好きなので、毎日弁当を瑞希の分まで作ってやっている。

「けどだからって、俺の料理を食う余裕がなくなるから菓子を食うなって言われたら嫌だろ？」

「……！　論破された」

　瑞希は本気で悔しそうに眉を寄せる。

「むー……仕方ないなあ。貴重な精液が……」

「お前にとって俺の精液はなんなんだよ」

　苦笑しつつ、俺は瑞希の腰に手を伸ばす。

「そんな会話してたら出したくなってきた。使わせてもらっていいか？」

「ん、いいよいいよー。わたし漫画読んでていい？」

「ああ」

　瑞希はベッドの上にごろんと寝そべると、枕を引き寄せ顎の下に載せるようにしてうつ伏せになる。そうしないとこいつの場合、おっぱいがでかすぎてうまくうつ伏せになれないのだ。かと言って、仰向けになると胸が重すぎて苦しいのだという。難儀な生き物である。

「よいしょ。いいよー」

　そしてスカートをぺろりとめくり、ショーツを下ろして尻を出す。

「じゃあ借りるな」

「どーぞー」

　ぴっちりと閉じた太ももを押し開くようにして、瑞希の中にずぶずぶとち×こを入れていく。

「あー気持ちいい……」

　この体勢で入れるといつもより締めつけが強くて、ことさらに気持ちいい。かと言っていつも同じ体位でしているとやっぱり飽きが来るので、何事も偏るのはよくないということなんだろう。

「おっぱいもちゃんとよろしくねー」

「はいはい」

　体重をかけてしまわないように気をつけつつ、瑞希に背中からのしかかるようにして胸に手を伸ばす。しかし、エロ漫画読んでる女に挿入するっていうのもなかなか妙な状況だ。

「えっちな漫画に出てくる女の人ってさあ」

　ぺらり、とページをめくりながら、瑞希はふと呟く。

「えっちしてる時、だいたい皆すっごく喘ぐよね」

「まあそうだなあ」

　瑞希はほとんど喘ぎ声というのを出さない。たまに、んっ、とか、うっ、みたいな声を出すことがあるが、あれは喘ぎ声と言うよりは呻き声に近い気がする。

「……もしかしてわたしって変なのかな」

「漫画だからオーバーに表現してるだけなんじゃないか？」

「そうなの？」

「いや、知らんけど。お前以外とセックスしたことなんかないし」

「ふぅん」

　自分から話を振ってきたくせに、気のない返事だ。だがま×こがきゅうと締まったので、ちょっと嬉しかったのがバレバレだった。

「ＡＶなんかも大げさな演技だっていうよな」

「弘樹くん、ＡＶも持ってるの？」

　おっと。また余計なことを言った。

「ＡＶは持ってねえよ。そもそも再生する機械がないし」

　ＰＳがあれば再生できるのかも知れないが、生憎と俺は任天堂派だった。

「あっわかった、パソコンで動画見てるんだ」

　俺が思わず動きを止めると、瑞希は「当たりだね」と言ってにやっと笑った。これだから察しのいい幼馴染というのはたちが悪い。

「今度一緒に見ようね」

「……まあ別にいいけどさ」

　こいつなら俺がどんなのを見てても馬鹿にしたりはしないだろうし。

「わたしももっと喘いだりした方がいいのかなあ」

「そんなことしたら下にいる親に聞こえるだろ」

「あ、そっか」

　それに正直あんあん喘がれるよりも、こうして思いっきり後ろから突きまくってるのにいつも通り馬鹿な話をしてほとんど無反応な方が興奮する、とは言わないでおいた。

「あーイくイくイく……出すぞ……！」

「うん、いいよー」

　そんなことを思ったら急にイキそうになってきて、俺は一心不乱に瑞希の尻に腰を打ちつける。イくときあっさりと許すようなことを口にしてくれるのも、実を言うとグッと来るポイントだ。

「ぐ、うっ……！」

　股の間に擦りつけるようにして、瑞希の中に精液を注ぎ込んでいく。無表情オナホ幼馴染無責任膣内射精、気持ちよすぎる……

　瑞希にはああ言ったが、はっきり言って瑞希のま×こが気持ちよすぎてほとんど毎日二、三回使ってるのに対し、自分でするのは月にせいぜい一回か二回という頻度だ。

「はー……よかった……」

「ねえ、弘樹くん……」

　瑞希のま×こからち×こを引き抜き、口元に持っていくと自動的にお掃除フェラが始まる。

「どした？」

「もう一回、いいかな……」

　瑞希はいつもより念入りに俺のち×こを舐めながら、そんなことを言う。

「珍しいな。お前からねだってくるなんて」

　俺が瑞希の身体を使ってしているのは、セックスと言うよりはオナニーに近い。もともとおっぱいを揉んでいる礼に瑞希の身体を使わせてもらっているからだ。瑞希が気持ちよくなっているかとかあまり気にしたことはなかったし、好きな時に射精していた。

「ん……この漫画読んでたらなんかして欲しくなっちゃって」

　瑞希も自覚はあるのか、恥ずかしそうにそう言った。

「あー。ストーリーもいいけど、エロもガッツリエロいもんな、その漫画」

「うん……」

　瑞希はもじもじと太ももをすり合わせ、尻を持ち上げる。

「……して？」

　勿論俺は幼馴染の頼みを聞いて、バックから二回、正常位で三回、対面座位で一回、瑞希の膣内に精液を注ぎ込んだのだった。















４　精液を与える代わりに性欲の処理を三冠達成してくれる幼馴染









「なんか嫌なことでもあったのか？」

「そういうわけじゃないんだけどー」

　今日は何やら、瑞希はどことなく不機嫌な様子だ。いつもより少し乱暴に俺に背中を預け、おやつのプリンを食べている。確か、二、三日前にいざという時のためとか言って買った少しお高いやつだ。今がそのいざなのだろうか。

「生理が始まっちゃっただけ」

「あー……」

　瑞希いわく、彼女の生理は比較的軽い方で、痛みはそれほどでもないらしい。だが出血の多い二、三日の間はセックスできなくなる。それがご不満らしい。

「はー……弘樹くんの精液欲しい……」

「吸血鬼か何かか？」

　生理の時の瑞希は普段よりも性欲が旺盛だ。それが余計につらいのだろう。

「精液をよこせー」

「精液ゾンビだ！」

　[image: ]ー、とくぐもった声とともに噛みつこうとしてくる瑞希の頭を押さえて引き剥がす。

「精液ゾンビのわたしに噛まれると弘樹くんも精液ゾンビになるのかな」

「地獄かよ」

　そんなことになるくらいなら死を選ぶわ。

「じゃあ代わりにおっぱいゾンビになる？」

「それはもうなってるかも知れん」

　Ｔシャツをめくり上げ、ぼろんと露出する瑞希のおっぱいに俺はすかさずむしゃぶりついた。

「いいなーおっぱいゾンビはいつでもおっぱいが吸えて……」

「じゃあお前も口で吸ったらいいんじゃね？」

「天才か」

　瑞希はぽんと手を叩き、俺のズボンをぐいぐいと引っ張る。

「待て待て、ちゃんと脱ぐから」
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「やばい、知能が低下している」

　俺は急いでベルトを外し、ズボンをずり下げた。

「あー」

　瑞希はちょっとだけ可愛い感じのゾンビ声を出しつつ、まだ柔らかいままのチンコに顔を寄せる。指先で摘んで上下にこすりながら先端をちろちろと舐め、ムクムクと膨らむそれを掴んで、ちゅっちゅと裏筋にキスを繰り返す。

「大きくなったねー」

　そして完全に反り返ったそれを、嬉しそうに撫でた。

　瑞希のフェラはなんというか、いやらしいというよりは愛情深い感じだ。こいつのフェラを見るたびに、まるで我が子の毛並みを手入れする母猫のようだなと思う。

　慈しむように茎の部分にキスを繰り返し、毛づくろいをするかのように舐め、子供を褒める親のように撫で擦る。

「お前、いいお母さんになりそうだよな」

「えっなんで!?」

「いやなんか舐め方がさ……」

「……さすがに自分の子供のおちん×んを舐めるのは、倒錯しすぎじゃないかなあ」

　違う、そうじゃない。

「しかし本格的なフェラは久しぶりだが、腕はなまっておらんだろうな」

「練習は欠かさずしておりますゆえ」

　あーん、と口を開け、瑞希は先端をぱくりと咥える。

「うおっ……練習の成果やべえな……」

「ふふーん」

　瑞希は得意げに鼻から息を吹いて目で笑うと、じゅぷじゅぷと音を立てながら激しくち×ぽを舐めしゃぶる。完全にイカせる体勢に入った。

「あーそれいいっ……！　イく、イく、出る……っ！」

　瑞希の頭を押さえるようにして両手で掴む。だが瑞希の動きは緩むことなく、俺はその口内に思いっきり射精した。

「ぐ……うっ……あーっ……いいっ……それ……っ」

　精液を吐き出すち×こをさらにあやすように輪を作った指で擦り上げつつ、瑞希はちゅうちゅうと吸い上げる。これがまた、そのまま腰が引っこ抜かれるんじゃないかと思うくらい気持ちいい。

　ま×この中に最後の一滴まで注ぎ込むイメージでイッた後何度か突くのは能動的な気持ちよさがあるが、イッた後ちゅうちゅうと吸われるのは受動的なよさがあった。どっちも最高に気持ちいい。

「あー……」

　最後まで吸った後、瑞希は口を大きく開いて口内に溜まった精液を俺に見せる。そしてもぐもぐと味わうように咀嚼すると、ごくんと音を立てて嚥下する。そしてもう一度口を開けて舌を伸ばし、口の中に精液が残っていないことを示してみせた。

　俺が仕込んだとはいえ、めちゃくちゃに股間に響く仕草だ。いや、仕込んだからこそかも知れない。いつも能天気で表情に乏しい瑞希は、それがどれだけエロい仕草であるか理解していないような節がある。それが逆に興奮するのだ。

「まだまだ元気だねー」

　つんつん、と瑞希が俺の息子をつつく。まだまだというか、今の瑞希の仕草を見て余計に硬くなったまである。

「次、パイズリいいか？」

「うん。いいよー」

　そう頼むと瑞希は躊躇うことなく頷いて、よいしょとその巨乳を両手で持ち上げ俺のち×こを挟み込む。

「よっ！　ほっ！」

「うどん作りかよ」

　そして威勢のいい掛け声とともに始まったパイズリに、俺は思わず突っ込んだ。

「大体似たようなもんじゃない？」

「お前目線からしたらそうかも知れんけどさあ」

　喘げとまでは言わないが、さすがにそんな合いの手を入れたくなるような掛け声でされては立つものも立たない。

「俺が動かすからお前は横になってろよ」

「いつもすまないねえおとっつぁんや……」

「お前は何ポジションなんだよ」

　そんな馬鹿なやり取りを交わしつつ、仰向けに寝そべった瑞希の腹の辺りに腰を下ろして胸の谷間にち×こを挟み込む。幸い、さっきまで瑞希がたっぷり唾液を絡ませながらしゃぶってくれていたので、そのままでも滑りはよかった。

「スマホ見ててもいーい？」

「ああ。こっちは勝手におっぱい使わせてもらうから……よっ」

　ぎゅっと乳房を手で掴み、腰を振る。

「こうやって勝手に弘樹くんにおっぱい使われてるとさー」

「あん？」

　こちらに視線を向けさえせず、横を向いてスマホをぽちぽちタップしながら瑞希は不意に言った。

「なんか自分がおもちゃかなんかになったような気分になる」

「嫌だったか？」

　ぶっちゃけ俺は瑞希をオナホ扱いしている自覚はあった。勿論瑞希は大事な幼馴染だ。だがそんな大切な相手を、使いたい時に好きなだけ射精するオナホとして扱うことに、俺は密かな興奮を覚えていた。

「んー」

　とはいえ本人が嫌がるなら勿論これ以上そんな扱いをするつもりはないが……

「なんか興奮する？　かな」

　いつも通りの乏しい表情でそんなことを言う瑞希に、俺の興奮は臨界を超えた。

「じゃあ……もっと、オナホ扱いしてやるよ……っ！」

　ぎゅっと瑞希のおっぱいを掴み、パンパンと腰を打ちつける。

「イくっ、イくぞっ！　ベロ出せっ！」

「ん」

　言われた通りに舌を伸ばす瑞希の顔めがけて、俺は思いっきり射精する。その顔を白濁が汚していくのも構わず、自分の手でしごきたて、何度も何度も精液を吐き出し、シコりながらぐりぐりと瑞希のベロに塗りつけるように押しつける。

「どうだ……」

「ん……いい……」

　荒く息を吐きながら見下ろすと、瑞希はぺろりと口の周りについた精子を舐め取った。

　そのまま瑞希の横に腰を下ろすと、手がするりと伸びてきて俺のち×こを掴む。そしてそのままゆるゆると上下に扱き始めた。

「今度は手コキか？」

「うん。そしたら三冠制覇でしょ」

「そんな三冠あるかよ」

　苦笑しつつも、じんわりとした快感が腰を走る。二回の射精を終えた後、ゆっくりと動く瑞希の手のひらは心地よかった。激しい快楽ではなく、穏やかで柔らかな気持ちよさ。

「早く生理終わんないかなー」

　俺のち×こを扱きながら、瑞希はふとそんなことを呟く。

「ま、あと二日もすりゃできるようになるだろ」

「うー。長いー」

　文句と一緒に瑞希の手に力がこもる。

　なんとなくそこで会話が途切れて、俺と瑞希は互いにスマホに視線を向ける。こいつとなら別に会話がなくてもまったく気にならない。ただそんな状況で瑞希の左手だけが俺のち×こをしごいているのがなんだかシュールで、そして興奮した。

「んっ……イく……」

「ん、いーよ。たくさん出しなー」

　そう言って瑞希が扱く速度を上げる。

「あーイく……出る……！」

「どうぞー」

　瑞希がスマホから手を離し、右手をかぶせるようにしてち×この先にあてがう。その手のひらの柔らかな感触に、俺は思いっきり射精した。

「びゅーびゅー出てるねー」

　瑞希はそれを手のひらで受け止めながら、最後までしっかりと扱きたてて精液を絞り出す。

　そして手のひらに溜まった白濁をずぞぞ、とすすって飲み込むと、俺のち×この方も丁寧にお掃除フェラしてくれた。

「満足したか？　精液ゾンビ」

「うん。お腹いっぱいー」

　そう言ってぽんぽんと腹を叩く瑞希の吐息からは、かすかに精液の匂いがした。

「弘樹くん」

　瑞希は俺の名前を呼びながら、ごろんと転がって膝の上に頭を乗せてくる。

「生理終わったらたくさんえっちしよーね」

「おう」

　セックスするのは胸を揉む礼なんじゃなかったっけ。そんなことを思いつつも、まあいいか、と俺は瑞希の頭を撫でた。















５　一緒にＡＶを鑑賞する代わりに孕ませックスしてくれる幼馴染









「あっ、あんっ、やぁっ！　やめてぇっ！」

　狭い部屋の中に、嬌声が響き渡る。

「だめぇっ！　やめて、いやぁっ！」

　恐怖を秘めた声を上げるその姿を、俺は何もできずに見守るしかない。男に無理やり割り開かれたその脚の間に、俺のものとは比べ物にならないほど大きな男根が、ずっぷりと突き刺さる。

「あぁぁあっ！　いやっ、だ、めぇっ！」

　嫌悪の混じった声色は、しかし男のものを受け入れるたびにだんだんと甘さを帯び。

「イっちゃう……だめ、見ないでぇっ！　イ……っ！　くぅぅっ！」

　そして、盛大にイカされて、彼女は潮を吹いた。

「はー……」

　俺におっぱいを揉まれながら、膝の上で固唾を呑んでその光景を見守っていた瑞希が、感心したような声を上げる。

「すっごい喘ぐんだねえ」

「まあ、演技だろうけどなあ」

　俺たちは以前の約束通り、パソコンでエロ動画を見ていた。今日は親が出張でいないため、ヘッドホンを使わなくても見放題だからだ。

「よーし。喘ぐぞー」

「そんな気合を入れるようなことか？」

　ぐっと拳を握って瑞希なりに表情を引き締め、ごろんとベッドの上に転がってするりと下着を下ろす。

「じゃあいくぞー」

　俺は瑞希に覆いかぶさるようにして、正常位からち×こをずぶずぶと挿入した。

「は、あ……」

　まだほぐれきっていない瑞希の膣内を掻き分けるようにして腰を埋めていくのは、思わず吐息を漏らしてしまうくらいに気持ちがいい。エロ動画やエロ本は続けて何度か使えば飽きてしまうが、瑞希の身体は何度使っても飽きなかった。

「喘ぐんじゃないのか？」

「あ、そうだった。なんかタイミングがわかんなくて……」

　尋ねると、瑞希ははっとしてそんなことを言う。

「じゃあ今からピストンするから、そうしたら喘いで下さい」

「わかりました！」

　まるで大喜利のようなやり取りをしたあと、俺はだんだんと速度を上げながら腰を振って瑞希の奥を突く。

「あ、えっと……あ……あんあん」

　凄まじいほどの棒読みだった。

「瑞希。一つわかったことがある」

「うん」

「お前はＡＶ女優にはなれない」

「なれないかー」

　俺が告げた真実に、瑞希はがっくりと肩を落とした。

「なりたかったのかよ」

「そういうわけじゃないんだけどね」

　瑞希はそう言って、その豊かに育った自分の胸を両手で持ち上げてみせる。

「せっかく弘樹くんが育ててくれたこのおっぱい、活用するならＡＶ女優しかないかなって」

　確かにＨカップというのはなかなかいない。人気は出るかも知れないが……

「グラビアアイドルとかでもいいんじゃないか？」

「知らない人と話さなきゃいけないじゃん。それは怖いよ」

「いやＡＶ女優だって話さなきゃ駄目だろ……」

　監督とか男優とか。俺もよく知らないが、セックスだけしてればいい職業ということはないはずだ。

「っていうか話すのも無理な相手とセックスなんかできるのか？」

「それは勿論、弘樹くんが相手だから」

　いつの間にか俺の進路がＡＶ男優にされていた。

「じゃあついでに監督と撮影も兼任するか」

　俺はそう言ってスマホに手を伸ばし、カメラを起動する。

「えっえっ。どうしたらいいの」

「別にどうしなくてもいいよ。いつも通りにしとけ」

　カメラを向けた途端慌てだす瑞希だが、正直演技力なんて何も期待しちゃいない。むしろいつものようにほぼノーリアクションで犯されている動画が撮りたい。

　そう思ったのに、瑞希は何を思ったのか、無表情のままピースサインを両手で作る。普段顔ダブルピースだ。

「瑞希」

「なに？」

　これはこれで使えるので、俺は瑞希の身体を揺らすようにして何度か奥を突いた後、言った。

「これ動画だぞ」

「あっそうなの？　なかなかピッて鳴らないなって思った……」

「そもそもＡＶを撮るって言ってるだろ」

「そっかあー。ＡＶは動画……覚えた……」

　覚えたも何もさっきまで一緒に見てただろうが。

「はー……喘ぐって難しいんだね」

「普通は自然に出るもんだろうしな。別に無理して出す必要はないだろうが」

　俺自身の性癖で言うなら、こうやってなんでもない表情で会話しながらも犯されている今の状態の方が興奮するしな。言葉を交わしながらＴシャツの裾に手を伸ばすと、瑞希は自然に背筋を反らして身体を持ち上げてくれる。

　ぐいとＴシャツを引くが片手でスマホを構えているからなかなかうまくいかない。

「ん、おっぱい？」

「ああ」

　見かねた瑞希がそう尋ねて、自分でＴシャツをたくし上げてくれた。ぼろんとＨカップが揺れながら露出するさまを、しっかりとカメラで捉える。

「でも弘樹くんが声出すの、わたしは好きだなあ。あえぎ声とはちょっと違うかもだけど」

「俺の？　どんな？」

「イく時に、イくイくーとか、出るーとか言ってくれるでしょ」

　ああ……言われてみれば。その方が興奮するからだが、確かにそう言う癖があった。

「あれねー、今から出されちゃうんだなーって思って、結構好き」

「へ、え……」

　瑞希がそんなことを言うもんだから、俺のち×こが一際膨れ上がって、射精衝動がこみ上げてくる。

「あ、出る？」

「ああ……出す」

　今指摘されたばっかりだから、ちょっと恥ずかしい。しかし瑞希は明らかに期待するような視線をこちらに向けていた。

「出す、出すぞ……っ！　ちゃんと子宮で受け止めろよっ！」

「うん。出して」

　俺は激しく瑞希の膣奥に腰を打ちつけながら、結合部にカメラを向ける。そうしたって膣内の様子が見えるわけじゃないが、射精するその瞬間を動画に残しておきたいと思った。

「イく、イく、イくイくイくっ……！　出すぞ……っ！」

　結局いつものようにそう宣言して、俺は思いっきり瑞希の膣内に射精する。動画がちゃんと撮れているかどうか確認するほどの余裕すらない。とにかくカメラの方向だけズレないように気をつけながら、俺は瑞希の中にすべて注ぎ込んだ。

「うおっ、エロ……」

「どれどれ？」

　ずるりと瑞希の中からち×こを引き抜き、白濁がどろりと膣口から溢れ出す様子を撮影する。すると本人がスマホを覗き込んできたので、俺は一旦録画を停止して瑞希に手渡した。

「わー……弘樹くんから見るとこんな感じなんだね。なんか不思議」

　顔を寄せ合い、セックスの様子を二人で見る。素人の撮影でブレまくり、お世辞にも上手に撮れているとはいえない。しかし……いや、だからこそ、その動画はめちゃくちゃエロかった。

「そういやさ。最近毎回中出ししてるけど、大丈夫なのか？」

　最初、大丈夫というのはいわゆる安全日のことなのだと思っていた。安全日というのが生理の前のことを指すのだというのはおぼろげながら知っている。しかし生理が終わった後も瑞希は特に避妊をしようと言うつもりはなかったようだし、そもそも中出しを始めてから生理が来るまでも結構な日数があった。

「ん。大丈夫だよー」

　しかし瑞希は特に気にすることなく、ガッツリ中出しされた精液が自分の膣内から溢れ出す動画を見ながらそう答えるのだ。

「もしかしてその大丈夫って、子供ができちゃっても大丈夫って意味か？」

「うん」

　あっさり頷く瑞希に、俺は頭を抱えた。それはさすがに大丈夫じゃないだろ。

「……お前、俺のこと好きなの？」

「んー……」

　そう問うと、珍しく瑞希は眉根を寄せて悩むような仕草を見せる。

「好きって、よくわかんないけど、ドキドキしたり、切なかったりするんでしょ？　正直弘樹くんにそういう風になったことはないんだよね」

「ああ」

　それはよくわかった。俺も瑞希に対してはそうだからだ。一緒にいると落ち着くし、お互いに気を使うようなこともほとんどない。兄弟というか、自分がもうひとりいる、みたいな感覚が一番近いだろうか。

「好きでは、ないと思うんだよねー。だってわたし、弘樹くんが別の女の子と付き合ったりえっちしたり結婚したりしても、なんとも思わないと思うし。好きだったら、ちょっとは嫉妬しないと、駄目じゃない？　わかんないけど」

「あー。それは確かになあ……俺も瑞希に恋人ができても気にしないだろうしな」

　さすがにセックスするのは相手に悪いと思うから、性欲の処理に困るくらいの話だ。瑞希が右手にグレードダウンするだけ、というのが一番しっくりくる。

「いつかはわたしも誰かを好きになって、結婚したりするのかなーって思うけど、よくわかんない。ただ、子供は欲しいかなって思うんだよね」

「お前子供好きだもんな」

　瑞希はこくんと頷く。

「それで、どうせ子供を産むんだったら、知らない人のより弘樹くんの子供がいいかなーって」

「なるほどなあ……」

　正直、わからなくもなかった。自分の子供が、瑞希の子供でもあったら、それはなんだか結構嬉しい。

「絵柄が好きな作家さんが、ストーリーも好きみたいな感じになるな」

「そうそう。そんな感じ」

　俺の自分でもよくわからない物のたとえを、瑞希は正確に汲んでくれる。

「だから、できちゃったらできちゃったでいいかなって思って。わたしは恋愛的には弘樹くんのこと好きじゃないと思うけど、子供産みたいなって思う感じには好き」

　その言葉を聞いた時、俺の中でドクンと何かが鼓動した。

「……一つだけ、訂正していいか？」

「ん？」

　首を傾げる瑞希を押し倒し、俺は今までで一番大きく反り立つチンコを彼女の腹に押し当てる。

「俺、お前に恋人ができても結婚しても気にならないと思うんだけどさ」

「うん」

　両腕を掴まれ組み伏せられながらも、瑞希は気にした様子もなく相槌を打つ。

「お前に子供を孕ませるのだけは、俺がいい」

　そう告げると、瑞希はくしゃりと笑った。

「いいよいいよ。……弘樹くんの赤ちゃん、孕んだげる」

　その言葉を聞くやいなや、俺は瑞希の膣内に挿入した。絶対孕ませてやる。そんな思いで、ひたすらに彼女の膣奥に腰を打ちつける。

「出す……出すぞ、瑞希っ！　孕め……っ！　俺の子供、ちゃんと孕めよっ！」

「うん。いいよ。何人でも産んであげるからね。弘樹くんの精液、わたしのおま×こにびゅーって出して」

　きゅっ、と瑞希の脚が俺の腰に巻きつけられる。今までされるがままだった瑞希の、初めての自己主張。

「イく……っ！　イく、イく、イくぞっ！」

「おいでー」

　直接子宮内に注ぎ込むイメージで、俺はぐっと瑞希の奥深くまで腰を押しつけ、煮えたぎるような精液の奔流を解き放つ。びゅるびゅると迸る白濁の液が瑞希の膣奥を叩き、それを押し込むように二度、三度と抽送を繰り返して、俺は瑞希の胸の中に顔を突っ伏した。

「上手に種付けできてえらいねー」

　まるで子供をあやすかのように、瑞希が後頭部をなでなでと撫でる。

　全精力を注ぎ込んだ俺に、子供扱いするな、と文句を言う気力は残されていなかった。















６　二人の子供を妊娠する代わりに授乳手コキをしてくれる幼馴染









　ジャー、と水の流れる音とともに扉が開き、瑞希が部屋に入ってくる。

「ん」

　そしていつも通りの無表情で、俺に棒状の物を手渡した。

　白いプラスチックでできたそれを見て、俺はまるで麻雀の点棒を太くしたみたいだな、と思った。点数を表す模様の代わりに小さな窓みたいなものが二つついていて、どちらにも黒い線が走っている。

「これってどう見るんだ？」

「んっと、こっちの線は判定が終了してるって意味で」

　渡されたものの、その見方がわからない俺の隣に座って、一緒に覗き込みながら瑞希の指先がその窓を指す。

「こっちが……赤ちゃんがいるって意味なんだって」

「なるほどなあ……」

　妊娠検査薬なんて初めて見た。くるりと裏返し、もう一度窓を見る。

　間違いなく、どちらの窓にもはっきりと黒い線が走っている。

「デキちゃいましたか」

「デキちゃいましたね」

　なんとも言えない雰囲気で、俺たちは言葉を交わした。

　まさか、などと言う気にはなれなかった。なぜならこの前一緒にＡＶを見て互いに恋愛感情を持っていないということを確認し合ってから、俺は毎日瑞希に「孕め」と叫びながら膣内射精してたからだ。

「よっ、百発百中」

　おどけた口調で瑞希がぽんと俺の肩を叩く。あれから瑞希は生理が一度も来てないんだから、次に排卵された卵子に見事命中させたということになる。

「お前なあ、笑いことじゃ……」

　さすがに茶化していいことではないだろうと思ってそう言いかけて、俺は口をつぐんだ。

　瑞希の表情が、緊張していたからだ。

　それは長年付き合ってきた俺でさえ見逃してしまいかねないほどかすかな表情の変化だ。多分親でも気づかない。世界で俺しかわからない、瑞希の顔。

「いや、笑い事っつーか、祝い事だな」

　だから俺は努めてへらっと笑顔を浮かべ、腕を掲げた。

「やったな瑞希！　よくぞ孕んだ、褒めてつかわそう！」

「……嬉しいの？」

　唐突にテンションを上げる俺に、瑞希は不思議そうに問いかける。

「そりゃそうだろ。毎回孕め孕め言いながら出してたんだぞ。実際孕んで嬉しくないわけないだろ」

「それは……だって……」

　瑞希の言いたいことはわかる。別に俺だって本気で子作り家族計画を練って瑞希とセックスしてたわけじゃない。ただ生ハメ子作りセックスが気持ちよくって……幼馴染の子宮に無責任に子種を流し込む背徳感がよくて、そうしてただけだ。

　けどまあ、実際できてしまったんなら無責任でなんかいられるわけがない。

「聞いたことがあるんだけどさ」

　なんだかどんどん不安になってきたらしい瑞希の顔を覗き込むようにして、俺は言った。

「子供を生んで母乳が出るようになるだろ？　そうすると、赤ちゃんが飲む分だけじゃなくてちゃんと絞り出さないと、ミルクが詰まって病気になったりするらしい」

　いきなり生んだ後の話をしだす俺に、瑞希は首を傾げる。

「俺が責任持って毎日瑞希のおっぱい揉んで詰まらないように絞ってやるからさ。代わりに、俺の子供産んでくれよ」

　そこまで伝えてようやく意図が通じて、瑞希は笑った。

「……ん。いいよいいよ。弘樹くんの赤ちゃん、産んであげる」

　目尻から一滴、ぽろりと溢れた涙を指で拭い、瑞希はいつもの口癖で答える。

「もともと何人でも孕んであげるって約束だったしね」

「おう」

　多分、瑞希は子供ができることによって俺たちの関係が変わってしまわないか、不安だったんだろう。今さらになって、俺はそうなる可能性に気がついた。

　けれどよくも悪くも、俺たちの関係に変化はなかった。相変わらず俺は多分瑞希のことを異性として好きなわけじゃないし、独占したいとも思わない。

　けど同じくらい子供を産んでくれたら嬉しいし、大切な幼馴染なんだから大事にしたいと思うのだ。

　だったらまあ、異性として好きかどうかなんてどうでもいいことだ。

「はー。安心した。大将、一パイよろしく！」

「居酒屋か」

　瑞希はいつものように俺の足の間にとすんと腰を下ろすと、背中をぐっと預けながらそんなことを言う。俺はツッコミながらも自然な動作で瑞希のおっぱいに手を添える。

「駆けつけおっぱい……！」

「別に何も上手いこと言えてないからな？」

『倉橋さんってあのデカいおっぱいで清楚な感じがいいよなー』『わかる。下ネタとか言ったら顔真っ赤にしそう』などと話していたクラスメイトの顔を思い出す。あいつら見る目ないな。

「……親には土下座して二、三発ずつ殴られるのは覚悟しないとなあ」

「あの人たちなら普通に喜ぶんじゃないかな」

「喜ぶだろうけど、それはそれだろ」

　俺の親も瑞希の親も割と放任主義だが、その辺はしっかりしている。

　俺たちがどういうつもりだろうと、まだ自立もしてない高校生だ。バイトで養育費の全てを捻出できるわけでもない。自分で責任取れないことをするんじゃないとどやされるだろう。まあ、それで済むなら安いもんだが。

「あ。もしかして中出しえっちもしちゃダメ？」

「というか、セックス自体やめておいた方がいいらしいな」

「がーん」

　表情に変化はないし口調も平坦だったが、どうやら瑞希は本気でがっかりしているようだった。いつも大して反応しないくせに、意外とこいつは俺よりセックスが好きなのかも知れない。

「直接流産に繋がるってことはないらしいんだけどな。感染症なんかの危険性はやっぱりあるし、子宮を刺激することで腹の張りや出血することもあるらしい。無理しなきゃ大丈夫だろうとは思うけど、俺としちゃリスクはできる限り避けたいな」

「めっちゃ詳しいね」

　そりゃあ、調べたからな。

　瑞希を孕ませたい、といったのは伊達でも酔狂でもない。本気でそうしたいって思ったんなら、リスクや諸々、調べるのは当然だ。

「お前は自分のことなんだからもうちょっと調べろよ」

「弘樹くんが調べてくれるからいっかな〜って」

　甘えたことを抜かす幼馴染の乳をぐにぐにと揉んでやる。

「あっ、じゃあいいこと思いついた」

　瑞希は不意に立ち上がると、ベッドの上、端っこの方に正座して、自分の太ももをぽんぽんと叩いた。

「ん？　こうか？」

「そうそう。仰向けで」

　おそらく膝枕を要求しているのだろう。その太ももに頭を乗せて横たわると、瑞希はぺろんとＴシャツをめくり上げ、少し上体をおろして乳房を俺の顔に乗せる。

「なあ、これって……」

　顔が瑞希のおっぱいで塞がれ、何も見えない。ジジジ、とジッパーを引き下げる音が聞こえてきた。瑞希の指がトランクスの中に潜り込んできて、ち×こが取り出される。

「赤ちゃん生まれたときの練習になるかなーって」

「それで授乳手コキはおかしいだろ」

　一体どこからそんな知識を手に入れてきたんだ、と言いたいところだったが考えるまでもない。明らかに俺のエロ本からだ。

「はーい、いっぱい飲むんでちゅよー」

「おい馬鹿やめろ赤ちゃんが窒息する」

　ぐいぐいと押しつけられる肉の塊を両手で持ち上げ、とりあえず左の乳首に吸いついてみる。

「いい子でちゅねー」

「んむ、んんんむー」

　調子に乗って頭を撫でてくる瑞希に抗議しようとするが、口が塞がれているからうまくできない。

「こっちもおっきしてきてえらいでちゅねー」

「んむむむむ」

　あやすように優しく撫でる指先に、ち×こがムクムクと頭をもたげる。完全に勃起したち×ぽを、瑞希はぎゅっと握りしめてしごき始めた。

「いーこいーこ」

「んむむ……」

　なんだかこう……太ももとおっぱいの柔らかさに頭を包まれて、頭と股間を撫でられながらこいつの脳天気な声を聞いていると……。

「ばぶぅ」

「わ。弘樹くんが赤ちゃんになった」

　なんだか、妙に落ち着くな。

「ほんと、お前いいお母さんになりそうだよな」

「さすがに自分の子供にはこんなことしないよー」

「自分からやっておいて!?」

　そんなバカなやり取りをしていると、体も心もリラックスするのを感じる。一人きりでいるときよりも自然体でいられるような感覚。

　なのに、俺の股間はこれ以上ないほどに張り詰めていた。

「ん、イキそう？」

「あぁ……」

　硬く反り立ったその感触にか、それともおっぱいを鷲掴みにした俺の力加減からか、限界が近いことを察して瑞希の手の動きが加速する。

「がんばれ、がんばれ。びゅーって気持ちいい射精、たくさんしようね」

　慈愛に満ちた声色で、瑞希が射精を促す。優しく穏やかな口調で投げかけられる淫靡な誘いと、気持ちいい部分を知りきった手の動きに、俺はあっという間に限界に達した。

「イ……く……っ！」

「うん。いいよ。出して……いっぱい射精して」

　最後の最後、噴き出すような昂りを一瞬だけ堪えて。

「出たぁっ。びゅーっ、びゅーぅ。びゅっ、びゅーう」

　瑞希の声に合わせるように、断続的に精を吐き出す。俺の射精に合わせて瑞希が擬音を口にしているのか、彼女に導かれて射精しているのかもわからなくなる。ただただ快感の赴くままに、俺は瑞希の手の中に吐精した。

「いっぱい出たねー。えらいえらい。上手にぴゅっぴゅできたね」

　よしよし、と俺の頭を撫でると、瑞希は上半身を倒してち×ぽに口づける。そしてじゅぞぞぞ、と下品な音を立てて精液をすすり上げた。

「……ヤバいな、これ」

「そう？　じゃあもう一回やる？」

　すっかり綺麗に舐め上げたち×こをやわやわとしごきながら、どこか嬉しそうに聞いてくる瑞希に、俺は首を横に振った。

「戻ってこれなくなりそうだからいい」

「えー」

　俺は瑞希との子供が欲しいのであって、瑞希の子供になりたいわけではないのだ。

　不満げな幼馴染に対し、俺は断固として拒否の姿勢を示す。

　そして、見事搾乳手コキ赤ちゃんプレイは週一回程度にするという同意を取りつけたのだった。















７　結婚初夜セックスする代わりに何度でも孕ませてくれる幼馴染









「つっ、かれ、たぁー！」

　心の底から絞り出すかのような言葉とともに、瑞希はベッドにごろんと横になる。

「おつかれ」

　俺も相当疲れてはいたが、大きな腹を抱えてドレスの長い裾を引きずっていた瑞希ほどではないだろう。ベッドを占拠する瑞希の隣に腰を下ろし、ぽんぽんと頭をたたいてねぎらう。

「弘樹くんもお疲れ様ぁー」

「おう」

　ぐっと突き出された拳に、俺はコツンと拳を合わせた。

　まるで戦いのあとのような様相だが、俺たちがこなしてきたのはそんな殺伐としたものじゃない。

　結婚式だ。

　まあ実際やってみたら段取りは大変だわ長時間の緊張で疲れるわご馳走が目の前に並んでるのに食べる時間はほぼないわで、結構殺伐としていたんだが。

　俺が瑞希を妊娠させたという話は、驚かれたり呆れられたり怒られたりはしたものの、概ね好意的に受け入れられた。そして俺が十八歳になるのを待って、子供が生まれる前に式を挙げてしまおうということになった。ちょうど瑞希も安定期に入ったし。

　なんとなく、隣で寝転がりながらのほほんとしている女の顔を見る。これで正式に夫婦になったわけだが、別に何かが変わった気はまったくしなかった。まあ瑞希の名字は変わったわけだが……。

　結婚したからって別に同じ家に住むわけでもない。どうせ隣に住んでるし、毎日部屋に遊びに来てるじゃない、と言われてぐうの音も出なかった。俺とこいつはこれからもこうやってなんだかんだ一緒にいるんだろうなあとは思ってたし、それが確定になっただけの話だ。

　ふと、瑞希が俺の視線に気づいてこちらを見る。

「ぶふっ……くふふふっ」

　そして、唐突に吹き出した。何を思って笑っているのかはわかる。

「あの時の弘樹くんの顔、面白かった〜」

「お前こそ、鳩が豆鉄砲を食らったような顔しやがって。笑い堪えるの大変だったんだぞ」

　なんの話かといえば、結婚式の、披露宴ではなく式の方。いわゆる誓いの口づけの時の話だ。

「だってさあ」

「まあ、盲点だったよなあ」

　今までさんざんやることやって、子供まで作ってんのに、これが互いのファーストキスだなんて。

「そういえばそんなのもあったなって感じだったよね」

「なんか恋人同士がやるものってイメージがあったな」

　試しに顔を近づけると、意図を察して瑞希は目をつぶる。唇と唇を触れ合わせ、数秒。

「……やっぱピンとこないな」

「ね」

　セックスと違って気持ちいいというわけでもない。まあ他人としたいとは思わないが、瑞希とだとよくも悪くもなんとも思わなかった。

「べろちゅーは？」

「やってみるか」

　もう一度口をくっつけ、舌を伸ばす。同時に瑞希の舌が伸びてきていたので、なんとなく反射的に俺はその先端と自分の舌の先端を突き合わせた。

　つんつん、と互いにつつくように舌を動かし、表面の平らな部分をこすりつけ合い、くるくるとお互いに回すように絡め合う。

「これは結構面白いかも」

「完全に手遊びとかと同列の感想だな」

　手持ち無沙汰な時に、相手の手が自分の手に重ねられる前に手を引っこ抜き、猫がじゃれるみたいに攻防戦を繰り広げる、みたいなことをすることがあるが、それと似たようなイメージだった。

　つまらないわけじゃないが、別にそこまで楽しいというわけでもない。後ちょっと息が苦しい。俺たちにとってのキスはそんな感じだった。

「それよりもさー」

　瑞希がベッドの上から身を乗り出して、ごそごそと鞄を漁る。

「じゃーん」

　出てきたのは、真っ白なドレス。と言っても式の間に着ていた長い裾を持ったウェディングドレスではなく、お色直しで着替えた比較的カジュアルなミニドレスの方だ。

「これ着て初夜幼馴染安定期ボテセックス、どっすか」

　自分の体にドレスを当ててそう言うと、瑞希はぱくりとコンドームを口に咥えて誘った。

「是非もなし」

「やったー」

　諸手を挙げて喜ぶと、瑞希は早速とばかりに服を脱ぎにかかる。いつものＴシャツと短パンを脱ぎ捨て、さらにショーツまでをするりとおろした。

「だいぶ腹も目立つようになってきたなあ」

「そだね」

　ぽっこりと突き出た腹を撫でると、瑞希は少しくすぐったそうな顔をする。こうして裸になると膨らんでいるのは明らかだが、服を着ているとそこまで目立たない。というのも──

「おっぱいもおなかも、どっちも弘樹くんに大きくされちゃったね」

　胸がデカすぎるからだ。ゆったりした服を着るとそれこそ腹の膨らみなんてわからないし、そうでなくても胸のインパクトに完全に負けている。

「妊娠してまたサイズ上がって、Ｉカップになっちゃったんだよね」

「はよ着替えろ。身体冷やすだろ」

　全裸のまま自らの乳房を両手で持ち上げてしげしげと見つめる瑞希の尻を軽くぺちんと叩くと、「着せて〜」とこちらに向けて腕を伸ばす。

「しょうがねえな。ほら、ばんざい」

「ばんざーい」

　ドレスと言っても比較的シンプルなミニドレスだし、上からずぼっと被せて背中のファスナーを締めてやればいいだけだ。着るのに難しいことはなにもない。

「装着！」

　まるで変身完了したヒーロー物のキャラクターのように声を上げると、瑞希は先程咥えていたコンドームの袋を破り、中身を取り出す。

「お返しに弘樹くんにも着せてあげるね」

　そして俺の前に跪くと、コンドームをち×ぽの先端に当てて、口を大きく開けて咥え込む。そしてそのまま喉の奥の方にズブズブと飲み込みながら、ゴムを装着した。

「くっ……お前、いつの間にそんな技を」

「んふ」

　呻く俺に、瑞希はち×ぽを咥えた間抜けな顔のままＶサインを作って見せる。セックスするのは久しぶりだし、その間コンドームを使うこともなかったのだから、どこかで密かに練習していたのだろう。

「大丈夫……かな。きゅうりで練習してたんだけど、弘樹くんのきゅうりより太いからたいへんだった」

　口を離し、きちんと避妊具が装着されていることを確認して微調整しながら、瑞希はマイペースにそんなことを言う。

「瑞希。四つん這いになって尻こっちに向けて」

「こお？」

　言われるがままに、肘をついて腰だけを高く掲げるような体勢でベッドの上で尻を突き出す瑞希。ミニスカートで下着も脱いでしまっていたから、そんな格好をすると大事な部分が丸見えだ。

　俺は迷わず、瑞希の腰を掴んで挿入した。

「は、ぁ……」

　震えるような気持ちのよさに、思わず声が漏れる。いつだかここを温泉呼ばわりした気がするが、本当にそんな感じの心地よさだった。

「おかえり」

「……ただいま」

　それが当たり前のように言うもんだから、思わず笑ってしまいそうになりつつも返事をする。

「あー気持ちいい……」

　思わず激しく打ちつけたくなる気持ちを抑え、ゆっくりと腰を振って瑞希の膣内を味わう。安定期とはいえ、妊娠中の激しいセックスは厳禁だ。

「弘樹くん、どうしよう」

「どうした!?　痛んだか!?」

　瑞希は首を横に振り、悲壮感の滲んだ声色で答えた。

「この体勢だとスマホいじったりできない」

「横に寝てろ」

　俺は一度瑞希の中から引き抜くと、ぺしんと尻を叩いてそう告げた。四つん這いにさせたのはスカートの下が丸見えになっているポーズを見たかっただけだから、既に目標は達成していると言える。

「こう？」

「ああ。んで脚上げて」

　横向きに寝転がった瑞希の片足を担ぐような感じで上げさせて、側位の形でもう一度突き込む。この体勢の利点は、瑞希が楽なのと、手を伸ばせば簡単におっぱいを揉めることだ。

「おお。いいね、これ」

　瑞希も気に入ったようで、早速スマホを取り出しいじり始める。

「あんま感じすぎるなよ」

「ん……気をつける」

　だからといって俺とのセックスに興味ないかといえば、それは逆だ。こうして他ごとをしている自分の体を好き勝手に使われる。それに興奮を覚えているきらいがある。それを示すかのように、瑞希の膣口がさっきまでよりきゅっと俺のものを締めつけた。

　リアクションが薄いだけで、瑞希はしっかりと俺との性行為を楽しんでいるし、感じているのだ。むしろ俺よりも楽しみにしているのかも知れない。なにせ、いつ突っ込もうと瑞希の膣内は前戯の必要がないほどトロトロに濡れているんだから。

「そういえばさ」

「んー？」

「なんでお前って、俺におっぱい揉んでくれなんて頼んだんだ？」

　胸を大きくしたい。小学生の頃の瑞希は確かにそう言って俺に頼んだはずだ。その目論見は見事に達成したわけだが、その割には瑞希にはあまり自身の胸を誇るようなそぶりは見られない。

　まあ、元々他人に自慢するようなやつでもないから不思議はないんだが……。

「えー……なんでだったカナー。覚えてないナー」

「いや、言いたくないなら聞かないけどさ」

　嘘が下手すぎるだろ、こいつ。

「うー……だって弘樹くんが……」

　瑞希がなにか言いたげな視線で俺を見る。

「……でっかいおっぱいって格好いいよな、って……」

「そんなこと言ったのか、俺」

　まったく記憶にないが、瑞希がこくんと頷くからには言ったのだろう。

「んじゃあ、俺のために育ったのか、このＩカップは」

「まあ……そういうことに……なります、ね……？」

　何やら随分歯切れが悪いが、その理由はわかる気がした。

「子供の頃から好きだったんだ、みたいに言われるのが嫌なんだろ」

「そう！　それ！」

　すごい勢いで食いつく。

「いや好きだったけどね？　でもそれってそういうんじゃなくてさあ……」

「まあ要するに、こういうことだろ？」

　俺はぎゅっと瑞希のおっぱいを握りつぶさんばかりに力を込め、言ってやる。

「俺の最高の幼馴染オナホになるために育てたってことだろ」

「……っ！」

　まるで答え合わせをするかのように、ぎゅうっ、と瑞希の中が、強く締まった。

「弘樹くん……それ、すごい……」

　要するに俺も瑞希も、俺たちの関係を恋とか愛とかそういったくくりにしたくないのだ。

　屈折していると言われればそうかも知れない。だが。

「瑞希」

　俺はずるりと彼女の中から引き抜いて、言った。

「ゴム、外すぞ」

　この世で何より大事な相手を、酷く扱いたい。俺はそんな衝動を抑えられなかったし──

「うん……」

　多分、瑞希も同じだった。

「いいよ。いくらでも、好きなだけ、出して。いくらでも弘樹くんの精子受け止めて、何度だって孕んであげる」

　無限の許容。そう告げる瑞希の笑顔はどこまでも美しく、どこまでも淫靡に輝いて見えた。

「イくぞっ……！　俺の子供妊娠した幼馴染孕みま×こに……っ！　思いっきり、膣内射精……っ！」

「うん。いいよいいよ。たくさん出しなー」

　肉が歪むほどに瑞希の尻と胸とを掴み、奥歯を噛みしめる俺とは裏腹に、瑞希の声色はどこまでも平坦で。それが、それこそが、何よりも俺を興奮させる。

「イっ……く……！　うっ……く、ぁ……っ！」

　今までの人生で一番なんじゃないかと思うほどの精液が迸って、瑞希の膣内に放出されていく。

「すっごい……びゅー、びゅーって、いっぱい出てるね」

　瑞希はまるで我が子を慈しむかのような穏やかな口調でつぶやきながら、下腹部をゆっくりと撫でた。だがその膣口は優しげなその表情とは裏腹に、淫靡そのものの動きでわななきながら俺の物を締めつけ、精液を搾り取っていく。

「ねえねえ弘樹くん、写真撮って」

　荒い息を整えながら俺が離れると、瑞希はぱかりと脚を広げてそう頼む。

「お前なあ……」

「だっておなかとおっぱいで見えないんだもん」

　呆れながらも、精液が溢れ出してどろどろになっている膣口をパシャリと撮って見せてやる。

「すごーい。たくさん出したねー」

「まあ久しぶりだったからな……っていうか、身体は大丈夫か？」

　瑞希に酷いことをしたいとかされたいとかいうのも、飽くまでプレイの一環の範囲だ。本気で傷つけるようなことはしないし、したくもない。中出ししたら即流産ということはないが、気をつけるに越したことはなかった。

「へーきへーき。弘樹くんはちょっと心配しすぎだよー」

　一方で本人は相変わらず呑気というか能天気と言うか。そんなことを軽い口調で言いながら、くるりと身体を回転させてこちらに頭を向けると、丁寧にお掃除フェラを始めた。

「瑞希さんや」

「ふぁにぃ？」

　ちゅぽん、と音を立てて瑞希の口から取り出されたち×ぽは、それはそれは立派に反り立っていた。

「そんなに丁寧にお掃除されると、またしたくなっちゃうんですが」

「いいよいいよ。種付け済み幼馴染ま×こ、好きなだけ使ってくれていいからね」

　フェラをした四つん這いの姿勢のまま、腰をフリフリと振って見せる幼馴染の姿は、大変に股間に悪い。

「中出しはもうなし」

「ええー」

　だが俺は鋼の意志でそう告げた。

「だってお前さっき完全にイッてただろ」

「うっ……」

　それは久々にセックスして気がついたことだった。声も上げないし表情もほとんど変わらないし息を荒らげることもないが、瑞希はしっかり感じているし、絶頂もしている。

　過度な刺激は妊婦の身体にはよくない。

「そんな顔すんなって。出産が終わったら好きなだけしてやるから」

「……本当？」

　不満げな表情を浮かべる瑞希の頭をぽんぽんと撫で、俺は彼女の口癖を真似て、答えてやった。

「ああ。いいよいいよ」















８　おっぱいを揉む代わりに好きなだけ中出しさせてくれる幼馴染









　夏輝の小さな体をそっとベビーベッドにおろし、心のなかで三つ数える。

　一。二。……三。

「よし、寝かしつけ成功！」

「お疲れ様ー」

　夏輝は寝付きが悪い子だが、一度寝てしまえばぐっすりだ。普通に会話しても起きないが、念のため小声でそう言葉を交わしあい、俺は瑞希とハイタッチした。

「じゃあ次はおっぱいお願いー」

「あいよ」

　煮沸消毒済みの哺乳瓶を構える瑞希のＴシャツをぺろりとめくり上げ、乳房をギュッと絞る。するとまるで牛のようにびゅっと母乳が噴き出し、哺乳瓶の底に当たってジュババ、と音を立てた。

「今回の寝かしつけタイムは十三分二十六秒八十三でしたー」

「お、なかなかの好タイム。しかし記録更新はならずか」

　結婚前の約束通り、俺は毎日瑞希の母乳を絞っている。こうして哺乳瓶に貯めておけば好きな時に飲ませてやれるし、夏輝もその方が飲みやすい。なにせ瑞希の胸から直接飲もうとすると、赤ん坊の小さな頭は爆乳に押しつぶされてしまうのだ。

「まあ三時間かかってた頃に比べれば、なっちゃんもだいぶ早く寝るようになってくれたよね」

「最長記録の方は更新したくねえなあ」

　一本目の哺乳瓶がいっぱいになったので、ラップで蓋をして輪ゴムで縛り、次の哺乳瓶に入れ替える。だいたい一度の搾乳で三本分くらいは取れる。気分はすっかり酪農家である。

「よし、これで三本目」

「んー……もうちょっと出そう……」

　三本の哺乳瓶をなみなみと満たし終え蓋をすると、瑞希は困ったように眉根を寄せた。

「まだ出るのか？　もう瓶ないぞ」

　昨日までは三本で足りてたのに、どんどん出る量が増えているらしい。また買い足しておかないとな。

「わたしのおっぱい……戦いの中で成長している……？」

「ほう……この母乳、まだ荒削りだが光るものがあるな」

　そんなバカなやり取りを交わしつつも、どうしたもんかと考える。勿体ないが、捨てるしかないか……と思ったその時、天啓のように名案が浮かんだ。

「俺が飲めばいいか」

「えっ、いいの!?」

　なんてことはない思いつきのつもりが、瑞希のリアクションはめちゃくちゃ嬉しそうだった。

「さあ！　カモン！」

　さっとベッドの上に飛び乗ると、正座をして太ももをぱんぱんと叩く。

「急にテンション高すぎだろ……」

「えへへ」

　その太ももに頭を乗せると、どたぷんと持ち上げられた視界がおっぱいで塞がれる。これは夏輝では潰されるわけだ。しかし俺は大人の男なので、その重たいおっぱいを両手で持ち上げ、乳首に吸いつくことができた。

　同時に、下半身の方からジジジジ、とジッパーを下ろす音が聞こえる。ムッ、こいつ、真・授乳手コキをしようとしているな──!?

「いいこいいこ。たくさんお飲みー」

　頭とち×ぽを同時になでなでと撫でられながら、穏やかで優しい声がかけられる。それはどこまでも安らかでありながら、脳が溶けてしまいそうな危険な魅力を備えていた。

「ば、ばぶぅ……」

　思わず赤ちゃんの気持ちになりながら、俺はちゅうちゅうと瑞希の乳首を吸う。するとびゅうっと母乳が飛び出して、俺の口内を満たしていった。

「どう？　おいしい？」

「正直あんまり美味しくはないな」

　牛乳に比べると、なんというかめちゃくちゃ薄い。さらっとしていて、水にほんのわずか甘みがついている感じだろうか。大人の感覚だと、まったく味がついてないより薄くついてる方が飲みにくい。味覚の発達してない赤ん坊にはいいんだろうけど。

「そっかそっか。たくさんお飲みー」

「こ、こいつ話聞いてねえ！」

　押し売りのようにぎゅうぎゅうと押しつけられるおっぱいを押しのけるようにしながら、それでもちゅうちゅうと母乳を吸っていく。

「ん、ありがとう、だいぶおっぱい軽くなったー」

　だんだん出が悪くなってきたな、という辺りで瑞希がそう言って、おっぱいが取り上げられる。

「ば、ばぶぅ！」

　美味しくない。美味しくないのだが、瑞希の母乳は何やらやけに癖になる味だった。

「はいはい。今度はわたしが弘樹くんのミルクを飲んであげるからねー」

　瑞希はそう言って俺をあやすと、上半身を倒してそそり立っていたち×ぽをぱくりと咥える。

「はーい、ぴゅっぴゅひようねー。んっ。いいこいいこ。ふくらんれるねー」

　この体勢だとどんな風に咥えられているのか見ることができない。ただぬるぬるとした感触がち×ぽを包み込んで、めちゃくちゃ気持ちいいことをされているということしかわからない。

　妊娠後期や出産してしばらくはずっと口や手で処理してくれていたから、今や瑞希のフェラ技術はプロ並みに極まっていた。まあ、プロの技術を経験したこともないから知らんけど。

「ぐっ……イ、く……ぅっ……！」

「はい、びゅーぅっ。んーっ。んー、んっ……」

　授乳しながらの手コキで散々高められたこともあって、俺はすぐに達してしまう。瑞希は先端をぱくりと咥えこみ、どくどくと放出される精子に合わせて竿を扱きながら白濁を口の中に受け止めた。

「あー……それっ……気持ちいい……っ」

　射精し終わったち×こをぎゅっぎゅっと扱きたて、瑞希は尿道に残った精液をちゅうちゅうと吸う。それは確かにさっきまで俺が瑞希のおっぱいを吸っていたのと似た動きだ。

　最後の一滴まで吸い上げると、ちゅ、ちゅ、ちゅっ、と高く音を立ててち×ぽにキスをして、瑞希は身体を起こす。

「はー、弘樹くんのミルクはこんなに美味しいのにねえ」

「同意を求められても困るけどな」

　そう言えば口より先にち×ぽにキスしてたんだなこいつ、などと思いつつも、俺は気だるい射精後の身体を起こした。乳を吸って酸欠気味になったのか、ちょっと頭がぼんやりする。

「ねえねえ、授乳の仕方、もう一つ考えた。座ってみて」

　一方で瑞希はやたら元気で、俺をベッドに座るよう促す。言われるがままに足を伸ばして座ると、瑞希は俺の両肩に手を置き、向かい合うような形で腰を下ろした。ん、これって……

「授乳膣コキ。どうかな」

「対面座位じゃねーか」

　気づいた時には既に、俺のち×ぽは瑞希のま×この中に突き刺さっていた。

「お前、これ、ゴム……」

「ほーら、たっぷりお飲み〜」

　思いっきり生でハマっているそこに文句をつけようとすると、ぎゅっとおっぱいが顔に押しつけられた。瑞希の身長は俺より低いが、こうして膝の上に乗る形になると、ちょうど胸が顔の前に来る。

「いや……さすがに、まずいだろ」

　親からは「貸しにしといてやるから大学くらい出ておけ」と言われて、俺は未だに自分の食い扶持も稼げていない状態だ。瑞希も同じ大学に通っているから、子供の世話だって日中は任せてしまっている。さすがに在学中に二人目というのは、よくないだろう。

「産んだら好きなだけしてくれるって言った」

「それは……まあ……言ったけどさ」

　そんなことを言う間にも、瑞希の腰がぐねぐねと動いて射精を誘う。俺のために設えたような瑞希のま×こは俺のち×ぽにピッタリとフィットして、あまりにも気持ちよすぎる。さっき出したばっかりなのに、気を抜けばすぐ射精してしまいそうだった。

「瑞希のおなか、空きましたよー？」

　ぎゅっと俺の頭を抱きしめて、耳元で囁くように瑞希はそんなことを言う。

「弘樹くんの好きに使い放題の幼馴染新妻おま×こ、孕ませ頃ですよー……？」

「お前っ……なぁ……！」

　瑞希の膣内で、ち×ぽがビキビキに反り返ってるのがわかる。金玉の中の精液がグツグツに煮えたぎって、今すぐ瑞希の子宮にぶち込みたい。

「弘樹くんのつよつよせーし、わたしのおなかにびゅーびゅーってしたら、きっとまた一発で孕んじゃうよね。二人目、ほしいなー。なっちゃんに弟か妹、つくってあげたいなー」

　きゅうきゅうとま×こを締めつけながら、幼馴染はまるでサキュバスみたいに誘惑する。身体を離そうにも、一度出産してむっちりと肉のついた瑞希の尻と太ももがどっしりと俺の腰に乗っかっていて、巻きついてくる脚もとても外せそうにない。

「そんな風に育てた覚えはありません！」

「えー。そんなことないよ」

　いつからそうなったんだ、と言えば、瑞希は不服そうに首を傾げた。

「毎日毎日おっぱいを揉んで、口も胸もおま×こもオナホにして、好きなだけ射精して、わたしの身体に気持ちいいこといっぱい教え込んで、ドスケベオナホ性処理用幼馴染にしたのは、弘樹くんだよ？」

　心当たりしかなかった。

「だからちゃーんと責任とって、弘樹くん専用孕み袋、中が空いたらしっかり種付けして、孕ませてね？」

「く、そ……！」

　首に手を回し、じっと目を見つめられながらそんなことを懇願されては、断ることなんてできるわけがなかった。

「望み通りに孕ませてやるよっ！　お前の卵子、逃げ場がないくらい子宮いっぱいに……っ！　精液注ぎ込んで……！　またボテ腹にしてやる……っ！」

「うん。瑞希の幼馴染オナホおま×こ、たくさん……ずーっと使ってね」

　ハンドルのように瑞希のおっぱいを掴んでそう宣言してやると、瑞希のま×こが俺のち×ぽをきゅうっと今までで一番強く締めつけた。

「イくぞっ……孕めっ！　俺の子、二人目……ちゃんと孕めよっ！」

　全身が痺れるような凄まじい快感と共に、俺は瑞希の膣内に容赦なく精を吐き出す。一度、二度、断続的に吐精を繰り返し、宣言通り幼馴染の子宮を塗りつぶすつもりでメスの穴を突き上げ、最後の一滴までを塗り込めていく。

「は……ぁ……」

　上になる体勢で疲れたからか、珍しく瑞希が吐息を漏らし、ぎゅっと俺の背中に腕を回す。俺も瑞希を抱き返し、繋がったまま、ゆっくりと射精の余韻を味わった。

「……それで」

　お互いの呼吸も整い、興奮が過ぎ去った辺りで俺は聞いてみる。

「種明かしは？」

「うん。出産して半年経つと、ピル飲んでいいんだって」

　なるほど言われてみれば、先週ちょうど夏輝が生まれて半年経ったところだ。

「さすがに大丈夫だろうとは思ったけど、お前前科があるからなあ」

「えへへ。ごめんごめん」

　一回目は種も仕掛けもなく種を仕掛けたんだから、今回もその可能性はあった。だが今回はかろうじて良心の方が勝ったらしかった。

「というわけで……ピル飲んでるから、安心して中出しし放題幼馴染おま×こですよ」

　こそりと耳にそう呟かれると、現金なことに瑞希の中でち×ぽがまた硬くなるのがわかった。

「……じゃ、ま×こ使わせてくれるか？」

「うん。いいよいいよ」

　サービス期間は終わったのか、瑞希は俺の膝の上から降りると、ぽてんとベッドに身体を倒し、いつものようにスマホを弄り始める。

「弘樹くん」

　その両脚を開いて挿入しようとすると、瑞希が不意に俺の名前を呼んだ。顔の上に掲げたスマホが邪魔で、どんな表情をしているのかはわからない。

「大学卒業するときは、ちゃんと二人目つくろーね」

「へいへい」

　けれど見るまでもないそのニヤケ顔を想像しながら、俺は幼馴染と繋がった。















番外編１　おっぱいをそだててくれる幼馴染









「やだっ、やだぁ！　ひろきくんといっしょがいいー！」

　そう言って、エグエグと泣きわめく。

　それがわたしの一番古い記憶だ。

　いったい何が一緒がよかったのかは覚えてないけど、わたしは物心つく前から弘樹くんにべったりだったということだろう。

　藤尾弘樹くんはお隣に住む男の子。わたしは弘樹くんより二カ月だけお姉さんだ。親同士が友達だったということで、まるで姉弟のように育ってきた間柄だ。

「みずきちゃんのおかあさんってかっこいいよな」

　その弘樹くんが、ある日不意に漏らしたその言葉。それが、すべての始まりだった。

「そうなの？」

　もちろんわたしもお母さんのことは大好きだ。けど格好いいって言われると、ちょっと違う気がした。

「え、そうだろ。みずきちゃんはそうおもわないの？」

「ううーん……どんなところが？」

　その頃のわたしの中でお母さんと言えば、毎日仕事で夜遅くまで働いていてお酒で酔っ払って帰ってきたり、休日は朝からリビングのソファでダラダラしている姿ばかり見る存在だったからだ。

　どっちかと言うと、家でしっかりお掃除やお洗濯をしたり、美味しいご飯を作ってくれるお父さんの方が格好いい気がする。

「んー。ビシッとスーツ決めてるとことか、バリバリ働いてるところとか……」

「なるほど」

　弘樹くんのお母さんは逆に専業主婦だから、そう思ったのかもしれない。

「あとおっぱいでっかいとことか」

　続く言葉に、わたしはびっくりしたのを覚えている。

「おっぱいがおっきいとかっこいいの？」

「なんだよ、みずきちゃんしらないの？」

　思わず聞くと、弘樹くんは自信満々に答えた。

「きょうりゅうでもかいじゅうでも、でっかいほうがかっこいいだろ」

「そっかー！」

　そしてわたしは、それに大いに納得したのだった。




　＊　＊　＊




「ねえねえ、ひろきくん」

　そして、わたしがその約束を持ちかけたのはその翌日のこと。

「わたしのおっぱい、もんでくれないかな」

「なんで？」

「あのね、もまれるとおおきくなるんだって」

「へー」

　昨日の会話なんてすっかり忘れてしまったのか、弘樹くんは大して興味なさそうに相槌を打った。

　お母さんにどうしたらおっぱいを大きくできるか聞いたところ、「好きな人に揉んでもらえば大きくなる」とのことだった。昨日もお母さんは酔っ払ってたから本当かどうかはわからないけど、確かにお母さんのおっぱいは人より大きい。試してみる価値はある、とわたしは思った。

　好きな人、と聞いて誰にするかは少し悩んだ。わたしが好きなのはお父さんとお母さん、そして弘樹くんだ。お母さんは仕事であんまり家にいないし、家事を頑張ってるお父さんに頼むのも気が引ける。

　というわけでわたしは弘樹くんにそれを頼んだのだけど、もしこの時他の人に頼んでいたらわたしの人生はどうなってたんだろうな、とたまに考えることがある。

「じゃあ、そこにすわれよ」

「うん」

　わたしはベッドの上に座って、ぺろんと服をめくり上げる。弘樹くんと一緒にお風呂に入ることもしょっちゅうだったから、別に恥ずかしいという気持ちもまったくなかった。

「こうで……いいのか？」

「んー……たぶん？」

　ぎこちない手付きでわたしのおっぱいを揉む弘樹くん。といっても、この時のわたしにはおっぱいと呼べるほどのお肉はなかったので、その動作は揉むと言うより撫でるに近かった。

　なんの起伏もないぺたんこの胸を、弘樹くんは正面から手を伸ばしてやわやわと揉み続ける。

「これどのくらいつづければいいんだ？」

「んー……さんじゅっぷんくらいかなあ」

　わたしがそう答えると、弘樹くんはさすがにちょっと嫌そうな顔をした。純粋に、子供にとっての三十分はかなり長い。

「つかれた」

　案の定、弘樹くんは十分もしないうちに腕を振りながらそう言って立ち上がってしまった。

「うん。ごめんね」

　面倒なことを頼んで怒らせちゃっただろうか。そんな風に思っていると、弘樹くんは本棚から漫画を取ってわたしに差し出し、そして後ろにぴったりくっつくようにして座り込んだ。

「……え？」

「こっちからのほうがらくだ」

　そう言って、弘樹くんはわたしの脇の下に腕を回すようにして、胸を掴む。そして肩越しにわたしの手元を覗き込むように首を伸ばした。

「ぼくがこうしてもんでるから、みずきちゃんはかわりにまんがよんでよ」

「あ……うんっ」

　どうやら怒ったわけじゃなく、わたしのお願いを継続してくれるらしい。弘樹くんはあんまり表情に変化がないと言うか、いつもなんとなく怒っているような顔をしている。だから何を考えてるのかわかりにくいところがあった。

「えっと……じゃあよむね。ええと……あるあさおきたら、へやにトカゲが……」

「こえにはださなくていいよ」

　怒られた。でも声に出さないと弘樹くんにはわかんないんじゃないかな、と思ってちらりと横を見ると、弘樹くんはわたしのおっぱいを揉みながら、わたしの持った漫画をじっと見つめていた。

「……ふふふっ」

「ん。ごめん、くすぐったかった？」

　思わず笑い声を漏らすと、弘樹くんの手がピタリと止まる。

「ううん、ちがうの。なんかおもしろくって」

　だって、一緒に本を読みながら、おっぱいを揉まれてるってなんだかおかしくって。

「ええ？　まださいしょだろ。ここからもっとおもしろくなるんだよそれ」

　けど弘樹くんは勘違いしたのか、漫画に視線を向けてそう言った。

「そっか。たのしみ」

　わたしは改めて漫画に目を落とし、読み始める。弘樹くんもわたしのおっぱいを揉みながら、何も言わずにじっと紙面を見つめた。

「あ。はやすぎたらいってね。とめるから」

「うん」

　けど結局弘樹くんが早すぎると言うことはないまま、わたしがその漫画の一巻を読み終わる頃には三十分以上が経ってしまっていたのだった。















番外編２　あがめたてまつらせてくれる幼馴染









「弘樹くん、帰ろ」

　その日わたしはいつものように、弘樹くんの教室を覗き込んで彼を呼んだ。

「おう」

　弘樹くんは黒いランドセルに教科書を詰めてがたりと立ち上がる。

「ひゅーひゅー。今日もお熱いねえ」

　そこを、まだ教室に残っていた男の子たちが冷やかした。

「何言ってんだ。今日はだいぶ涼しいだろ」

　弘樹くんはいつもとあんまり変わらない表情のままそう答える。

「そういうことじゃねーよ！　今日も夫婦揃って熱々ですねえってことだよ！」

「結婚は十八歳にならないとできないだろ」

　けどわたしにはわかった。これはちょっとイラッとしている顔だ。

「十八歳になったらするんだ。ラブラブだねー！」

「そんなに仲いいんだったらキスしろよー！」

「キース！　キース！」

　男の子たちが口々に囃し立て、わたしはその場を逃げ出したくなってしまう。

「わかった」

　けど弘樹くんは表情を変えないまま頷くと、背負っていたランドセルを机の上に下ろす。そしておもむろに、最初に囃し立てた男の子の顔をがしっと掴んだ。

「な、なんだよ！」

「お前がしろって言ったんだろ」

　そしてぐっと彼に顔を寄せる。遠巻きに様子を見ていた女の子たちから、きゃあ、と声が上がった。

「俺にじゃねーよ！」

　その唇が触れるよりも前に、男の子は弘樹くんを振り払って離れる。

「なんでそうなるんだよ！」

「言われた通りにしただけだろ？　瑞希ちゃんと仲がいいならキスをしろって。確かに僕と瑞希ちゃんは仲がいい。だからキスを……あ、そっか」

　そこで弘樹くんはふと気づいたように別の男の子に向き直る。

「ごめんな。それを言ったのは坂口の方だったな」

　弘樹くん自身は本気でキスするつもりなんかなかったんだろうけど、いつも表情が変わらないし突然突拍子もないことをするから、男の子たちは本気だと思ったことだろう。

　その後弘樹くんは男の子たちをしばらく追い回し、無事に「そんなこと言ってない！」という言質を得るに至った。そう言われれば後はもう、全部を無視して帰るだけだった。




　＊　＊　＊




「今日は大変だったね、弘樹くん」

　帰宅後、わたしはいつものように弘樹くんの脚の間に収まって、後ろからおっぱいを揉んでもらいながら漫画を読んでいた。

　最近ようやく、これがどうやらだいぶえっちなことらしい、ということはわかってきた。けど今さらやめてというのもなんだか気恥ずかしくて、結局この習慣は変わることなく続いている。

　最近は狙い通り、ちょっとだけおっぱいが大きくなってきた気もするし。

「まあ、いつものことだろ」

「うん……」

　ああやってからかわれるのも初めてのことじゃない。周りの子たちはだんだんと恋とか付き合うとかそういったことに興味を持ち始めていて、ただ男の子と女の子が一緒に遊ぶだけでも気になるようだった。

「好きとか結婚とか、よくわかんない」

「そうだな」

　最近では弘樹くんの本棚には、恋愛を扱った少女漫画なんかも置くようになってきていた。最初はわたしに合わせてくれたのかと思ったけど、単に弘樹くんの趣味らしい。実際、わたしはそういうのよりはバトル物の方が好きだ。

　でも弘樹くんの選ぶ漫画はたいていどれも面白いし、わたしもいつもこうしておっぱいを揉まれながら読んでいるんだけど、どれだけ少女漫画を読んでも全然ピンとこなかった。

　弘樹くんのことは大好きだけど、この好きは、恋愛とかそういうのとはなんだか全然別のもののような気がするのだ。

「お前さ、もう教室に迎えに来るのやめたら？」

「えっ」

　突然そんなことを言われ、わたしは思わず固まってしまう。知らない男の子たちにからかわれるのは嫌だし怖いけど、弘樹くんと一緒に帰れなくなってしまうのはもっと嫌だった。

「それは、やだな……」

「いや、どうせ家はほぼ同じ場所だし、授業だってほとんど同じなんだからさ。下駄箱とか校門とかそこら辺で待ってればいいだろ」

　そう言われて、確かにと気づく。それは盲点だった。

「弘樹くん、天才」

「おう。崇め奉っていいぞ」

「ははー」

　あがめたてまつる、って具体的に何をしていいかわかんなかったので、とりあえず頭を下げておく。漫画を手におっぱいを揉まれながら平伏するのはなんとも滑稽で、なんだか面白かった。

　身体に引っ張られるような形で、弘樹くんの身体がぎゅっとついてくる。

「お、重い……」

「力ないよなー瑞希ちゃんは」

　そのまま背中にのしっとのしかかってくる弘樹くんを押し返せずに、わたしは潰れそうになってしまった。

「む……待て、瑞希ちゃん。これを見ろ」

「…………？」

　見ろと言われても潰された状態で周りを見るのも難しかったが、弘樹くんがわたしのおっぱいをタプタプと揺らすように揉んだので、言いたいことはわかった。

「これは……おっぱい、なのでは……？」

「ほんとだ……！」

　下を向くことによって、わたしの胸にも乳房とギリギリ呼べるような膨らみがあることが確認されていた。

「すごい。これは大発見だぞ瑞希隊員」

「まさかこんなところに伝説のおっぱいがあるなんて驚きですね、隊長」

「他のところについてたらそっちの方が驚きだけどな」

　たしかに。

「けど、そうかぁ……僕の努力は実を結んでいたんだなあ」

　たぷたぷ、たぷたぷとわたしのおっぱいを揉みながら、感慨深げに呟く弘樹くん。

「それはいいけどそろそろどいてほしい……」

「あ、悪い」

　弘樹くんが慌てて身体を引いて、やっとわたしは体勢を元に戻し一息ついた。そのまま、弘樹くんにもたれかかる。

「ああ……伝説のおっぱいが姿を消してしまった……」

　すると弘樹くんはわたしの胸を撫でながら、残念そうにそう言った。むにむにと揉まれる程度のお肉はあるんだけど、どうやら弘樹くん的にはこれはおっぱいとは認めてもらえないらしい。

「トランスフォーム……」

　わたしはそんなことを呟きながら一旦立ち上がり、服を胸元までたくし上げると、膝をついて四つん這いになり、叫んだ。

「チェンジ、おっぱいモード！」

「おおっ」

　弘樹くんがわたしの横に座り込み、興奮した様子で再びたぷたぷとおっぱいを弄び始める。あっ、これ思ったより恥ずかしいかもしれない。

「チェンジ、まな板モード！」

「あっ」

　なのでわたしはすかさず上半身を起こし、膝立ちになった。目の前から失われたおっぱいに、弘樹くんが悲しそうな声を上げる。

「がしゃーん！」

「おおっ」

「すっ……」

「あっ」

「がしゃ……すっ……」

「フェイントだとっ!?」

　そんな感じで、わたしは四つん這いになったり膝立ちになったりを繰り返して弘樹くんと遊んだ。















番外編３　フルパワーを出さないでくれる幼馴染









「倉橋さん、ちょっといいかな」

　その日、家に帰ろうとするわたしは呼び止められて振り向いた。別のクラスの……確か、弘樹くんと同じクラスの男の子だ。名前は知らないけど、顔には見覚えがあった。

「ここじゃなんだから……ちょっと、あっちでいいかな」

「……んー……うん」

　ちらりと廊下に視線を向けると、弘樹くんがこっちを見ているのに気づいた。なら多分大丈夫かな。

「わかった」

　ついてきて、と言われて向かった先は、屋上へと続く階段の踊り場だった。学校の屋上は普段開放されてないから、そこに来る人はほとんどいない。

「あのさ。俺、倉橋さんのこと、小学校の頃からずっと好きだったんだ」

　突然そんなことを言われて、わたしは驚いた。まさか同じ小学校に通ってたとは思わなかったからだ。

「だから……よかったら、付き合って欲しい」

　わたしは、弘樹くん以外の男の子の顔や名前を覚えるのが苦手だ。というか、男の子自体がちょっと苦手だ。小さい頃からよくからかわれたし、乱暴で意地悪な人が多い。だからなるべく近寄らないようにしているせいもあって、全然覚えられない。

　目の前で告白してくれている人もまったく記憶になくて、申し訳ないな、と思った。

「……どう、かな？」

「えっと……その、ごめんなさい……」

　名前なんだっけ、って聞いたら怒っちゃうかな……なんとか穏便に聞き出す方法はないだろうか。そう思いつつとりあえず謝罪の言葉を先に口にすると、彼は急に怖い顔つきになった。

「なんでだよ。藤尾とは付き合ってないんだろ？」

「えっ？　弘樹くん？　うん。付き合ってないよ」

　突然知っている名前が出てきた。それはすぐに答えられる質問だったので、わたしはすぐに答える。

「じゃあなんで駄目なんだ」

「えっ……」

　まだ名前も聞いてないのにどこか怒ったような雰囲気でにじり寄る彼に、わたしは一歩後退る。

　何が駄目なんだろう。そう思って、さっき謝ったのが断りの文句だと思われていることにわたしは気づいた。

「えっと、あの、さっきのは違うんです、断ったわけじゃなくて……」

　あなたの名前がわからないだけなんです。

「じゃあ、付き合うってこと？」

「え……それは、あの……ごめんなさい」

　けど、改めて問い直されれば、結局わたしは同じ答えを返してしまっていた。

　だって、名前も知らないし、なんか怖い。

「馬鹿にしてんの？」

「え、してない、です……」

　さらに一歩後退るわたしの腕が、男の人に掴まれる。

　怖い。

「なにしてんの？」

　そう思ったその時。階段の下から、弘樹くんがわたしを見上げていた。

「藤尾……」

　わたしの腕を掴んだ男の子が、弘樹くんを見下ろして睨む。

「お前には関係ないだろ。お前は倉橋さんとは……」

「は？　関係ないだと？　そんなわけないだろ」

　弘樹くんはズカズカと階段を登ってくると、わたしより頭一つ以上高い背丈で男の子を見下ろすようにして、言った。

「俺とお前は友達じゃないか」

「……は？」

　そしてわたしの腕を掴んでいるのとは別の方の手を、がしりと握る。

「瑞希。坂口はいい奴だぞ。ちょっと頭に血はのぼりやすいけど、裏表のないはっきりした奴だし、礼儀正しい。あと多分好きな相手には意外と尽くすタイプだと思う」

　弘樹くんにそう言われて、わたしはやっと相手のことを思い出した。

「弘樹くんにキスされそうになってた人」

「そう。俺がファーストキスを捧げようとした男でもある」

「待って俺そんな印象しかないの!?」

　がしりと弘樹くんが坂口くんの肩に腕を回すと、彼はやっと手を離してくれた。

「で、どうする？　お買い得だぞこいつは」

　弘樹くんがじっとわたしの目を見る。いつもと変わらない、ちょっと怒ってるみたいな表情。

「あ、あの……でも、やっぱりごめんなさい。わたし、まだ好きとかそういうのわかんなくて……」

「いや、うん……こっちこそ、悪かったよ。……まさか、顔すら覚えてもらえてないとは思わなかった」

　坂口くんはそう言って頭をかくと、弘樹くんの方を向く。

「……お前ら、マジで付き合ってなかったんだな」

　そしてなんだか複雑そうな表情で、そんなことをつぶやいた。




　＊　＊　＊




「はー今日はびっくりしたなー」

「悪いやつじゃないんだけどな。別に言ったことも嘘じゃないし」

「でも弘樹くん、怒ってたでしょ？」

　わたしがそう尋ねると、弘樹くんは押し黙った。そうしているのにおっぱいは揉んだままっていうのがなんだかちょっと面白い。

「……だってお前、怖がってたろ」

「うん。怖かった」

　弘樹くんが割って入ってきてくれてすごく助かったというのが正直なところだ。

「まあ、来てくれるって思ってたけど」

　踊り場に連れていかれる前に、目が合ってたからね。幼馴染・アイコンタクトである。

「弘樹くんって、普段すごく手加減しててくれたんだなあ……」

　そっと自分の胸を揉みしだく弘樹くんの手に手のひらを重ね、そんなことを思う。

　掴まれた腕にはまだちょっとだけ跡が残っていた。男の子の握力ってあんなに強いんだなあ、と改めて思う。

「そりゃそうだろ。俺がフルパワーを出せば瑞希のおっぱいの二つや三つ、あっという間に粉々よ」

「わたしのおっぱいだって負けてないよ。日々揉まれて成長してるんだから」

　あとおっぱいは三つもないと思う。

「馬鹿な……こいつ、戦いの中で成長している……!?」

「戦いだったんだこれ」

　戦いと言うにはあまりにも穏やかな時間だった。正直、弘樹くんに後ろから抱きかかえられておっぱいを揉まれていると、気持ちよすぎて眠ってしまうこともしばしばだ。マッサージであることには変わりないわけだし、不思議はない。

「しかし本当に成長したよな……」

　弘樹くんはぎゅっとわたしのおっぱいを寄せてあげるように持ち上げる。胸のお肉にぎゅっと食い込む弘樹くんの指は、むしろ安心さえする。

　けど、坂口くんに腕を掴まれた時は本当に怖かった。同じ男の子の手なのにこんなに違うんだなあ、と思ってしまう。

「うん。でもまだまだだよー」

「お前はどれほどの高みを目指すというのだ……」

「んー。今Ｄカップだから、あと二サイズ、できればＦカップくらいかなあ」

　お母さんがＦカップだから、それに追いつきたい。できれば追い抜きたい、くらいがわたしの目標だ。

「カップ？　なんて知ってるのか」

「そりゃ、ブラ買う時に知らないと買えないしね」

「えっ、お前ブラしてるの？」

「今はしてないよー」

　弘樹くんの部屋にお邪魔する時、わたしは基本的にノーブラだ。ブラをつけたままでは揉みにくいだろうし、アレは結構お高いものなので揉んだりしたら傷んじゃいそうだ。どうせ外すなら、ということで部屋に入る前に外しちゃっている。

「いや、普段……全然気づかなかった」

「見てみる？」

「いいのか？」

「うん。いいよー」

　別に弘樹くん相手に隠すものでもない。私はバッグからブラを取り出す。

「なんでそんなとこに入れてんだ」

「え、だって帰る時にまたつけるし……」

　さすがにすぐお隣とはいえ、ノーブラで外を歩く気にはならない。だからわたしは弘樹くんの部屋に入る前に外して、部屋から出た後つけているのである。

「よいしょ」

　わたしはＴシャツを脱ぎ捨てると、ブラのストラップを肩にかけてちょっと前かがみになりながら、おっぱいをカップの中に入れる。そして後ろのホックを止めると、おっぱいを持ち上げて脇の辺りのお肉ごとぎゅっとカップの中に押し込む。

「完成ー」

「おー」

　ブラを装着し終えて、じゃじゃーんと両手を広げてみせると、弘樹くんは食い入るようにわたしの胸を見つめた。

「こんなんつけてたんだな……触ってみてもいいか？」

「いいよいいよ」

　普段とはちょっと違う、恐る恐るといった様子で弘樹くんはわたしの胸に手を伸ばし、ゆっくりと手のひら全体で包み込むようにしておっぱいに触れる。

「なんか……思ったより硬いんだな」

「ワイヤー入ってるしね」

　弘樹くんはしばらく無言でブラごとわたしの胸を揉んでいた。

「これ、外してみていいか？」

　すごく優しい手付きだからブラが傷むことはないかなあ、などと思っていると、不意に弘樹くんはそんなことを尋ねる。

「いいよー」

「あ、いや、俺が外してみたい」

　わたしが背中に腕を回してホックを外そうとすると、弘樹くんがそう言って止めた。

「？　うん。じゃあ、はい」

　なんだかいつもと様子が違うなあ、なんて思いながら、わたしはそのままバンザイした。弘樹くんが前から腕を回し、手探りでわたしのブラ紐を探る。紐と肌の境目を指先でこちょこちょと触られて、ちょっとくすぐったい。

「これ、か……？」

　そのうちフックの部分を探り当てて、弘樹くんはぐいと引っ張った。しかし見えない状態で外すのは難しいらしく、なかなか外せない。

「フックが縦に三つついてるから、上から順番に外す感じでやるとやりやすいかも」

「ん……ああ、取れた」

　わたしがアドバイスすると、ぷちんという感じでフックが外れる。わたしがバンザイしていた腕を下ろすと、恐る恐る、弘樹くんはブラの肩紐を腕から抜き取った。

「おお……」

　そしておっぱいを見つめて小さく声をあげる弘樹くんに、わたしはアッと思った。

　弘樹くんが、今、わたしをおんなのことして見てる。

　その視線は最近になって、たびたび感じるもの。今日、坂……えーと、坂上くん？　からも向けられたものだった。正直言って怖いし、やめて欲しい。

　けど不思議と、弘樹くんから向けられるそれは怖いともやめて欲しいとも思わなかった。むしろ、なんだかちょっと嬉しい感じもする。

「今日は久しぶりに前から揉む？」

「ん。ああ……そうするか」

　弘樹くんは戸惑ったように頷いて、前からわたしのおっぱいを揉み始めた。最初の時ぶりだ。あの時は腕が疲れるって言ってすぐにやめてしまったけど、弘樹くんも成長したんだろう。今日は真剣な顔つきでわたしのおっぱいを見つめながら、延々と揉んでくる。

　暇だなーと思ったので、わたしはおっぱいを揉まれながら読みかけの漫画に手を伸ばし、それを読み始めた。といっても前から揉まれているので、ちょっと腕を上げないといけない。やってみると、それは結構腕が疲れた。

　前からおっぱいを揉むのも似たような腕の角度なので、弘樹くんも疲れるんだろう。こんな大変なことを平気でやれるなんて、やっぱり男の子なんだなあ、と思った。

「うーん、弘樹くんや、顔、もうちょっと」

「ん、あ、ごめ……」

「いや逆」

　わたしが声をかけると弘樹くんが顔を引こうとしたので、漫画の角をその後頭部に当ててぐいっと引く。ん、これはなかなかいいかも知れない。

「よいしょっと。これでよし」

　わたしはそのまま弘樹くんの頭を引っ張って、胸の谷間に押しつけるようにした。そうすると弘樹くんの頭の上が本を置くのにちょうどいい感じになる。肩に肘までかけることができるから、たいへん快適だった。

　弘樹くんは文句を言うこともなく、わたしのおっぱいに顔を埋めたまま無言で揉み始める。全自動おっぱい揉み装置兼書架だ。すごく便利。一家に一台欲しい。

「はー……そろそろ三十分かな？」

　珍しく弘樹くんが全然喋らなかったのでわたしもつい漫画に没頭してしまい、気づいたときには一冊読み終わってしまっていた。

「弘樹くん？　弘樹くん……し、死んでる……」

「いや生きてるよ」

　無言でおっぱいに顔を埋めたままの弘樹くんが窒息してしまったのではないかと一瞬思ったが、よく考えたら手はずっとおっぱいを揉んでいた。よかった、生きてた。

「じゃあわたし、そろそろ帰るね」

「……おう」

　なんだか様子がおかしいな、と思いつつもわたしはＴシャツを着て、帰り支度を始める。

「じゃあ、また明日ね」

「おー」

　そして手を振って鞄を持ち、部屋を出て、弘樹くんの家を後にする……と、その時にようやくわたしは気がついた。

　ブラ忘れた。

　まあ明日取りに行けばいいかな、などという考えが一瞬脳裏をよぎったけれど、弘樹くんも男の子だ。男の子の部屋に脱ぎ散らかしたブラが落ちてるというのはちょっと恥ずかしいのではないか、というところにわたしはなんとか思い至った。

　踵を返し、ノックもせずに弘樹くんの部屋の戸を開ける。ノックなんて一回もしたことないし、多分これからすることもないだろう。けど多分このときばかりは、した方がよかったのかも知れない。

「あ」

「あ」

　わたしが開けた扉の向こうで、弘樹くんは大きくなったおちん×んを握っていた。
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「わーすごい！　これ、えっと、勃起ってやつだよね？」

　わたしは思わず膝をつき、椅子に座った弘樹くんのおちん×んを食い入るように見つめる。

「お、おう……」

　弘樹くんは気恥ずかしそうに視線をそむける。しまった。ここは乙女としてきゃーとかわーとか言うべきだったのかも知れない。

　けど、別に弘樹くんのおちん×んを見るのは全然初めてじゃなかったし、不快感とかはまったくなかった。ただ勃起してるところは初めて見たので、物珍しさだけが生じてしまったのだ。

「コレガ……ボッキチンチン……」

「初めて心に目覚めた機械か？」

　苦笑しながら弘樹くんがツッコミを入れる。ようやく元の感じに戻ってくれた。

「ねえねえ、これ、オナニーしてたんだよね？」

「ん……まあ、そうだけど」

　確かに見られてちょっと恥ずかしいのはわかる。でも多分、それはおしっこしてるところを見られるくらいの恥ずかしさなんじゃないかな、と思った。それなら、小さい頃一緒にトイレに入ったことだってある仲だ。すくなくともわたしは全然気にならない。

「見てていい？」

「はあ……まあ、いいよ」

　しょうがないなこいつは、と言いたげなため息をついて弘樹くんは止まっていたオナニーを再開した。ぎゅっと握ったおちん×んを、そんな速さで動かすんだ、と驚くほどの速度で上下にこすっていく。

「……なあ」

　しばらくして、弘樹くんは言いづらそうにわたしを見つめた。

「なあに？」

「その……おっぱい、見せてくれるか？」

「いいよ。はい」

　ぺろんとＴシャツをたくし上げ、おっぱいを見せる。

「躊躇ないな」

「別に弘樹くん相手に隠すものでもないし」

　毎日揉んでもらってるのだ。今さら躊躇う理由なんてあるわけもない。

「……触ってもいいか？」

「いいけど、おっぱいを触ったら弘樹くんがおちん×んを擦れなくなっちゃうんじゃないかな」

　いつもわたしは両手で両胸を揉んでもらっている。だから、おっぱいは両手で揉むものだという意識ができてしまっていた。

「あ。いいこと思いついた。じゃあ弘樹くんがわたしのおっぱいを揉む代わりに、わたしが弘樹くんのおちん×んをごしごししてあげるね」

「え……いいのか？　というか取引として成り立ってるのか？　それ」

「だって、いつもおっぱい揉んでもらってて、悪いなあとは思ってたんだよ」

　わたしからお願いしたおっぱい揉みを、弘樹くんは毎日欠かさずずっとやってくれている。そのおかげでわたしのおっぱいも大きくカッコよく育ってきた。なにかお礼をしたいなとは、常々思っていたのだ。

「だから、毎日おっぱいを揉んでもらってるお礼に、わたしの身体好きに使ってオナニーしていいよ」

「……じゃあ、頼む」

「頼まれた！　弘樹くんもわたしのおっぱい頼む」

「お、おう……」

　そうして、弘樹くんはわたしのおっぱいに、わたしは弘樹くんのおちん×んに手を伸ばす。

「んっと……こう、上下にこすったら……いいんだよね？」

　弘樹くんの勃起したおちん×んは、すごく硬いのに柔らかさもあって、初めて触る不思議な感触だった。それに、すごく熱い。ずっと触ってたら低温やけどとかしないのかな、と思うくらいの熱さだった。

「ぐっ……」

「あっ、ごめん痛かった？」

「いや……もっと強く握っても大丈夫」

　うめき声をあげたのに、弘樹くんはそんなことを言う。

「このくらい？」

「いや、もっと……っていうか、全力で握ってみて」

　それどころかそんなことまで言われてしまった。

「そこまで言うなら見せてあげましょう……このわたしのフルパワーを」

「受けて立とう。さあ来い、瑞希！」

「はぁー……えいっ！」

　わたしは裂帛の気合とともに、おちん×んをぎゅっと両手で握りしめる。

「……うん。お前ほんと力弱いな……それで丁度いいくらい」

「ば、馬鹿な……っ。わたしの力が通じないだと……！」

　まあ丁度いいならいいか……と思い直し、ぎゅうぎゅうと両手で握りながら上下にこする。弘樹くんはわたしの腕の外側から腕を伸ばすようにして、わたしのおっぱいを揉んでいた。

　けど、ちょっといつもと揉み方が違う。いつもはもっと機械的というか、単調に揉み揉み揉み……って感じなんだけど、今はなんというかこう……揉み……揉みっ揉み……揉み……みたいな感じで……そう、ちょっといやらしい感じの揉み方だ。

　表情も一見いつもと変わらないように見えるけれど、どこか少しだけ切なげで、呼吸も荒くなっている。

　なんかこれ、楽しい。

　握力がないのは仕方ないけど、速さを出してみるのはどうだろう。そう思って、わたしは弘樹くんのおちん×んをこする速度を加速させてみる。

「あー……それ、いい……っ」

　すると弘樹くんは眉をぎゅっと寄せて、気持ちよさそうにそう呟く。初めて見る表情だった。

「ぐっ……うっ……イく……っ！」

　弘樹くんの全身がこわばり、わたしのおっぱいを掴む手にもぎゅっと力が入る。今までされたことがない、強い力だった。坂……なんとかくんに腕を握られたときよりも強い、男の子の力。

「イくイくイく……っ！　ぐうっ……！」

「わっ」

　弘樹くんのおちん×んの先っぽから、すごい勢いでびゅっと何かが飛び出す。それが顔にかかって反射的に目をつぶりながらも、わたしは手を止めずにこすり続ける。飛び出すのが何度も何度も続いてわたしのほっぺたやおっぱいにかかった。

「ん……おわった？」

「ああ……」

　そうしてしばらくすると、飛び出すなにかの勢いはだんだん衰えて、やがて何も出なくなった。

「拭いてー」

　顔にもかかってしまっていて目が開けられない。わたしがそうねだると、ティッシュを何枚か引き抜く音がして、顔がぐりぐりと拭われた。

「わー。すごい」

　やっと目を開けられるようになったので見てみると、なかなかすごい有様だった。髪やおっぱいに盛大に白いどろっとしたものがかかっている。

「悪い……」

「これが精液？」

　申し訳なさそうにうなだれる弘樹くんをよそに、わたしは胸元についたそれを指ですくって口に入れる。

「なんか変な味」

「お前、なんでも口に入れるなよ」

　呆れたように言われてしまった。弘樹くんの精液だから口に入れただけで、なんでもかんでも拾って食べるかのように言われると遺憾であった。

「でもこんなにどろどろになるなら、ブラつけてなくてよかった」

「う……ほんとごめんな」

「うん。いいよいいよー」

　Ｔシャツなら雑に洗っても大丈夫だろう。わたしはティッシュで胸元と顔を拭う。髪はこれ駄目だな。ティッシュじゃ全然取れない。家に帰ったらすぐお風呂に入ろう。

「これから毎日、おっぱい揉んでもらう代わりに、わたしは弘樹くんのオナニーお手伝いするね」

「……いいのか？」

「うん。そうできたら嬉しい」

　弘樹くんが珍しく申し訳なさそうにしているので、こっちがなんだか悪いことをしてしまったように感じる。こんなに申し訳なさそうにしているのは、子供の頃弘樹くんがわたしの持ってたお人形の足をへし折ってしまった時以来だ。

「……じゃあ、頼む」

「うん」

　そんな感じで、その日からわたしたちの日課に弘樹くんのオナニーサポートが加わったのだった。
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「うちらは確定として、他の子どうするー？」

「男子とかいれちゃう？」

　仲良しのなっちゃんとえいちゃんからそんなことを言われ、わたしは思わず弘樹くんの方をちらっと見た。

　修学旅行。その班分けは、自由に五人か六人のグループを作ることになった。今年わたしは偶然弘樹くんと同じクラスになっていた。小学校六年生の時以来だ。

　けれど、あんまり学校で話すことはなくなっていた。お互い友達グループも違うし、もうこの年齢になると男女で一緒に遊ぶということもほとんどない。それに……

（どうする？　同じ班になる？）

（いや、こっち四人だから無理かな。あんまり女子とつるむタイプでもないし）

（そうだよね。オッケー）

　大体、お互いの思っていることは目を交わせばわかるようになったからだ。幼馴染・アイコンタクト・改である。

　そっかー。弘樹くんと一緒に回れたら楽しいかなと思ったけど、仕方ないか。どっちにしろおうちに帰ってからはほとんどずっと一緒にいるからいいんだけど……

　と思って、わたしはふとあることに気がついた。

　今回の修学旅行は一泊二日の旅行だ。ということは、一日目の夜はホテルに泊まるということになる。つまりいつもの日課をこなすことができないということなのだ。




　＊　＊　＊




「由々しき事態だな」

「だよね」

　家に帰ってからそのことを話してみると、弘樹くんも同じ考えだったらしい。修学旅行中くらい別にいいだろ、と言われるかも知れないと思ったが、まったくの杞憂だった。

「やっぱり日々の積み重ねが大事だよね」

　わたしのおっぱいはこの頃さらに育ってきていて、ついにＥカップに到達した。目標のＦまでもう一息だ。第二次成長期がそろそろ終わろうとしている今、手を抜くわけにはいかない。

「狙い目としてはこの入浴後から消灯時間までの間だと思うんだよね。この間にトイレとかに行くふりをして落ち合うのはどうかな」

「夕食から入浴までの間もいいかも知れないぞ。多分これ、入浴はみんなバラバラにいくだろ？　その間なら姿を消しててもバレにくい。問題はどこで落ち合うかだが……」

　わたしはいつものように後ろからおっぱいを揉んでもらいながら、旅行のしおりとにらめっこして計画を練る。

「うーん。じゃあとりあえずそのどっちかで落ち合えそうか現地で確かめようか。場所は、こことかでいいんじゃないかな」

「なるほど……」

　ひとまず結論が出たところで、わたしは背中に硬いものが当たるのを感じた。

「瑞希、こっちもしてもらっていいか？」

「うん。いいよいいよ」

　案の定、弘樹くんがそう言い出す。何年も続いた日課に新しく加わった、もう一つの日課。

「ね、いいこと考えたんだけど」

　わたしはぺろんとＴシャツをめくっておっぱいを露出させると、同じように露出した弘樹くんのおちん×んに顔を寄せる。

「こうしたら、射精しても汚れないんじゃないかな」

　そして、その先端をぱくっと口に咥えてみた。

「天才か」

「ふふふ。崇め奉っていいよ」

　そう言ったあともう一度ぱくりと先っぽを口に咥えると、弘樹くんがわたしのおっぱいを上から鷲掴みにする。いつもと違う、ちょっとだけ荒っぽいいやらしい触り方。そうされるとなんだかお腹の奥がうずく感じがして、わたしは思わず太ももをこすり合わせてしまう。

「んっ……」

　先っぽを咥えたままおちん×んをこすっていると、じわっと舌先に味が広がった。しょっぱいような、苦いような、不思議な味。前に舐めた精液を、薄めたような味だった。わたしは意外とこの味が嫌いじゃない。なんだか、不思議と癖になるような味だ。

「瑞希……それ、やばい……」

　弘樹くんがそんなことを言って、わたしは無意識にレロレロと先っぽを舐めてしまっていたことに気がついた。

「ん、ごめん、やだった？」

「逆……もっとして」

　えっちなことをしている時の弘樹くんの、余裕がなさそうな顔が好きだ。

「ん。いいよいいよ。して欲しいことがあったらなんでも言ってね」

　普段のあんまり変わらない表情とは打って変わって、可愛くってなんでもしてあげたくなってしまう。

「じゃあ……こう、もっと……全体……下から、舐めて……」

「こう？」

　言われた通りに、おちん×んの下、根元のあたりからベロを伸ばして全体を舐め上げてみる。

「それっ……イイ……っ」

　褒められて気をよくして、わたしは何度もおちん×んを舐めるのを繰り返した。ほのかな塩味がしてなかなか美味しい。

「瑞希……手も……」

「ん」

　しかし舐めるのに夢中になって、手を動かすのを忘れていた。指の先をコの字型にしておちん×んをこすりながら、コの字の空いた部分を舌で埋めるような感じで舐める。なかなか難しい。

「ああっ、それイイ！　気持ちいい……っ！」

　だけど頑張ればすぐに弘樹くんが褒めてくれるので、どんどんやる気が出てきた。弘樹くんは先生としては褒めて伸ばすタイプだ。わたしがオナニーサポートを工夫するとすぐに褒めてくれる。

「んっ、ん……ちゅぅっ……」

「うおっ……！　すげぇっ……気持ちいいっ……！」

　調子に乗ってわたしは唇で甘く食むようにしておちん×んを咥えてみたり、先っぽを強く吸ってみたり、根本についてる袋の方も舐めてみたりと色々試してみた。

　弘樹くんのおちん×んはとても正直だ。気持ちいいとピクピク震えるし、あんまりな時は声もあんまり出さない。わたしはいいと言われたことは重点的に、あんまり反応のなかったことは控えめにしながら、色々と試していく。

　あんまり反応のない、例えば袋舐めとかも、その後ずーっと上まで舐め上げたりすると、単体で舐め上げるよりも反応がよかったりする。いわゆるコンボだ。

　他にも先っぽをちゅうっと吸いながら思いっきり手で擦ったり、おちん×んの先っぽの段になっているところを舌の先でつつーっとなぞったりするのが気持ちいいらしい。合わせ技と弱点だ。

　おちん×んを舐めるのが、どんどん楽しくなっていく。

「瑞希……っ！　瑞希、もう、出る……イくっ……！」

　そうするうちにぎゅっとわたしのおっぱいを鷲掴みにして、弘樹くんが余裕のない声を出す。

　その声を聞いて、きゅう、とまたおなかの奥がうずいた。

　わたしはおちん×んをこする手の動きを速めて、先端にちゅうっと思いっきり吸い付く。

「イくイくイく……っ！　イ、く……っ！」

　呻くような声とともに、おちん×んの先っぽから濃厚な味が飛び出した。すごい量の精液が、わたしの口の中を埋め尽くしていく。わたしはリスみたいにほっぺたを膨らませてそれを受け止め、なんとか飲み込んだ。

　一番濃い野菜ジュースよりもさらに濃厚なそれは、なんだか喉に絡むような感じですごく飲みにくい。

「あー……あー、ああー……」

　だけど、すっごく気持ちよさそうな声と顔で射精する弘樹くんを見ていると、なんだか無性に飲み干してあげたくなった。

「は、あ……瑞希、これに出して」

「え？　何を？」

　いつもの表情に戻った弘樹くんが、ティッシュを数枚引き抜いてわたしに差し出す。けど何を出せと言ってるのかわからなくて、わたしは首を傾げた。

「お前、精子飲んだのか？」

「うん。駄目だった？」

　あー、と口を開いて、精液がもう残っていないことを示す。

「いや、お前がいいんなら、飲んでくれた方が嬉しいけど……」

「ん。じゃあ今度からも飲むね」

　ちょっと飲み込むのはつらかったけど、弘樹くんが喜んでくれるんならそうしたいな、と思った。それに慣れれば美味しく飲めそうな気もする。野菜ジュースとかも、最初の頃は美味しくなかったけど、何度も飲んでるうちに好きになったしね。

「健康にもよさそうだし」

「いや、それはどうだろ」

　残念ながら、弘樹くんの賛同は得られなかった。
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「おまたせ」

「おう」

　修学旅行当日。

　わたしたちは夕食後、入浴までの待ち時間を示し合わせてホテルの多目的用トイレに集まっていた。ここなら広いし、外からは見えないし、男女どっちが入っても見咎められることもない。それに普通のトイレよりはだいぶ綺麗だ。

「じゃーん」

「お、準備がいいな」

　とはいえ床に直接座ったりするのは抵抗があるので、わたしは百均で買ったレジャーシートを持参していた。これを敷いて、終わった後は捨ててしまえば衛生的だ。

「じゃあ、今日の日課を始めるか」

「うん」

　シートの一枚を便座の上に敷いて、そこに弘樹くんが座り、その膝の上にわたしが座る。そしていつものように弘樹くんの手がＴシャツの裾から侵入してきて、わたしのおっぱいを掴んだ。

「ん。今日はブラしてるのか」

「さすがにね」

　ホテルの中をうろつくのに、さすがにノーブラは恥ずかしい。

「外す？」

「いや。……こんな感じで」

　弘樹くんはぐいっとブラを押し上げて、わたしのおっぱいを露出させる。といってもＴシャツの中のことだから、実際には見えないんだけど。

「なんかこういう風にトイレに座るの、久しぶりだね」

「前とは逆だけどな」

　すっごく小さな子どもの頃の話だ。よくふざけて、わたしと弘樹くんは一緒にトイレに入ることがあった。わたしが後ろで、弘樹くんが前。小さな子どもなら二人一緒に便座に座れるし、弘樹くんはおちん×んを指で下に向ければこぼすことなく一緒におしっこができる。

　さすがに今同じことをするのは恥ずかしいけど、考えてみればオナニーのお手伝いをするのも同じようなものかも知れない。おちん×んの先っぽから液体が出てくるという点では同じことだし。

「こういう体勢だと、弘樹くんのおちん×んがおっきくなってるのがすぐわかるね」

「すまん。今日はもうしてもらっていいか？」

「いいよいいよ。時間もないしね」

　なんとなく、最初の十五分ほどは弘樹くんがわたしのおっぱいを揉んで、次の十五分でわたしが弘樹くんのおちん×んを舐めたりさすったりする。そんなルーチンが暗黙の了解として出来上がっていた。

「瑞希。それおっぱいで挟んでみてくれないか？」

「えっと……んー……こう？　かな」

　便座の下にもう一枚レジャーシートを敷いて膝立ちになり、弘樹くんの脚の間でおっきくなったおちん×んをおっぱいで挟み込む。なかなか難しかったけど、なんとか谷間に挟むことができた。

「あー、ありがとう」

　弘樹くんの表情は、思ったほど気持ちよくないな、と言っていた。

「待って……んっと……こう……うーん、違うな……」

　それが悔しくてわたしは色々と試行錯誤をする。やっぱりおっぱいでは、手ほどぎゅっと圧迫することができない。それに、上下に動かすのも難しかった。パワーでもスピードでも負けてしまっているということだ。

「いや、いつもみたいに手とか口でしてくれれば……」

「弘樹くんはちょっと黙ってて」

「はい」

　せっかくここまで弘樹くんに育ててもらったおっぱいが、手や口に負けるなどということがあっていいだろうか？　いやない。反語だ。反語って学校で習ったけど、あんまりよく意味はわかってない。

　どうやったらおっぱいを使っておちん×んを気持ちよくしてあげられるのか……

「これだ！」

　わたしが至った結論は、おっぱいでおちん×んを挟みながら、先端を口で咥えるというものだった。結局おっぱいは敗北しているではないか、と思うかも知れないが、そうではない。

　おちん×んを舐めてわたしの唾液で濡らすことにより、それが潤滑油となっておっぱいがぬるぬると動き、おちん×んをこすり上げる。そして動かすことに集中する必要がなくなった分、おっぱいをぎゅっと圧迫する力もさらに込めることができる。

　つまり、わたしのおっぱいがスピードとパワーを手に入れたのだ。

「うおおっ……それいいっ……！」

　その証拠に、弘樹くんのうめき声が上がった。ふふん。勝った。わたしは自分の手に勝利したのだ。

　気をよくしたわたしは、弘樹くんのおちん×んをおっぱいでシコシコしてあげながら、先端をちゅうちゅうと吸う。弘樹くんが好きなちゅうちゅうだ。

「瑞希……っ！　それ、ヤバ……！」

　はいそれヤバ入りましたー。弘樹くんの気持ちいい語録の中でも、ヤバいはかなり上位の方だ。これの上にはイくと出るしかない。

　同じのばっかりだとすぐに効果が薄れてしまうので、ちゅうちゅうに先っぽの段差レロレロ舐めを織り交ぜる。ここはカリ首というらしい。必殺カリ舐めちゅうちゅうである。

　本当はこれに玉舐め上げも咥えるのがわたしの必勝パターンだったが、今回はおっぱいでシコシコしてるのでそれはできない。けれどそれでも効果は抜群だった。

「瑞希……！　も……イく……！」

　わたしがおっぱいを自分で支えているからだろう。いつもと違って弘樹くんの手はおっぱいじゃなくて、わたしの頭の上に当てられていた。

　舐めたり吸ったりするのに邪魔にならない程度の力で頭に当てられていたその手にぐっと力がこもり、わたしの頭をおちん×んに教え当てるように押さえつけられる。

「っ……！」

　なぜかはわからないけど、その行動に、わたしはすごくグッと来てしまった。おなかの奥がきゅうきゅうと疼き、もっとやって欲しいと訴える。

「イく、イく、イく、イ……く……っ！」

　そんなことも知らずに弘樹くんはわたしの頭を逃げられないようにガッチリとホールドして、口の中に思いっきり精液を吐き出した。苦くてしょっぱくて生臭い、いつもの精液がわたしの中に流れ込んでくる。

　それを、わたしは、すごく美味しいと感じた。

「瑞希……っ！　まだ、飲み込むな！」

　飲み込むなんてもったいない。しっかり味わうように口の中で精液を転がすわたしを見透かすように、弘樹くんがそう命令する。わたしは思わず、口の動きをぴたりと止めた。

「そのまま……口の中の精液、俺に見せて」

　そして次にされたのは、そんな不思議な命令だった。なんでそんなことを？　とは思いつつ、わたしは言われた通りに口を大きく開いて見せる。その時精液がこぼれ出てしまいそうになったので、思わず舌を受け皿のような形にして、そこに精液を貯める。

　あ、これ、やばい。

　舌の上に乗せた精液の味が、ダイレクトに感じられた。苦くてしょっぱくて生臭い……すっごく美味しい味。

「それを……よく噛んで、飲み込んで」

　ぞくりとした。有無を言わさぬ弘樹くんの口調は、なんだか珍しいものだ。彼の顔を盗み見れば、弘樹くんもどこか緊張したような……それでいて、ゾクゾクとした快楽を隠しきれないような、そんな表情をしていた。

　多分わたしも今、同じ顔をしてる、と思った。

　言われた通りに精液をよく噛み、ごくんと飲み込む。

「もう一回……口の中見せて」

　そして言われるまでもなく、その成果をしっかりと弘樹くんに見てもらった。

　ああ。弘樹くん、すごくいい顔してる。おなかの奥が疼いて仕方ない。

　もっと、えっちなことがしたい。

　そんなことを思って、わたしは驚いた。それは初めて自覚したにもかかわらず、多分ずっとわたしの中にあった思いだったからだ。

「弘樹くん……」

　弘樹くんのおちん×んをぎゅっと握り、わたしは彼の名前を呼ぶ。

「……そろそろ、風呂入らないと」

「……そう、だね」

　でも時計は無情にも、ギリギリの時間を指し示していた。さすがにお風呂に入らないというのはつらい。多分、色んな匂いもついちゃってるだろうし。

「続きは……後でな」

　ぽん、とわたしの頭を撫でて、弘樹くんがそんなことを言う。

「……うん！」

　続き。

　弘樹くんもそれを意識してくれていることを喜びながら、わたしは頷いた。















番外編７　押入れの中でたくさんえっちしてくれる幼馴染









「え。なんで男の子がいるの……？」

「遊びに来たんだって！」

　入浴を終えて部屋に戻ると、わたしたちの部屋には男の子が集まってきていた。

「普段倉橋さんとあんまり話さないだろ？　今晩は色々おしゃべりしようよ」

　そんなことを言ってくる男の子は、同じクラスだということはかろうじて覚えているくらいの相手だった。なんか、すっごいおっぱいを見られてる。

「えっと……わたし、あんまり……」

「瑞希はそういうの苦手だからさー！」

「お喋りなら私たちとしようよ！」

　するとなっちゃんとえいちゃんが間に割り込んで、そんなことを言ってくれた。そうしたら男の子たちもあまり強引には出られない。

「わたし、ちょっとお手洗い行ってくるね」

　隙を見計らってわたしはそう言って、部屋を出る。すると、部屋を出てすぐに追いかけるようにしてさっき声をかけてきた男の子が出てきた。なんで!?

　わたしは彼から逃げるように廊下の角を曲がる。全然トイレの方角じゃないのに、こっちに向かってくる足音が聞こえてきた。どう考えても、わたしを追いかけてる。

　どうしよう。

　慌てて周囲を見回したその時、突然腕をぐいっと引かれて、わたしは部屋の中に連れ込まれた。

　真っ暗な部屋の中、押さえ込まれ、口を手で塞がれる。

「あれ？　どこいったんだ……？」

　さっきの男の子の声が聞こえ、やがて気配が遠ざかっていくと、口を塞いだ手がどけられた。

「ありがと、弘樹くん」

「真っ暗なのに見えるのか？」

　ううん、と首を横に振る。部屋の中は本当に真っ暗で、そこに人がいることくらいはわかるけど、顔まではわからない。けどわたしの身体を押さえるその手付きや身体つきには覚えがあった。伊達に付き合いイコール年齢マイナス二カ月ではないのだ。

「ところでここどこ？」

「俺の部屋。他の連中は女子のとこに遊びに行った」

「あー、わたしのところにも来たよ。さっきの人」

　そっか。みんな他の部屋に遊びに行くから、こうして開く部屋も出るのか。

「まあ消灯時間になれば帰ってくるだろうけど……」

「もう過ぎてない？」

　暗闇の中、目が慣れてだんだんと弘樹くんの顔がはっきり見えてきた。

「……過ぎてるな」

　弘樹くんがスマホを取り出して、時間を確認する。もう消灯時間の十時を過ぎていた。その時、トントン、と扉がノックされて、弘樹くんは慌ててわたしを敷きっぱなしの布団の中に隠す。

「消灯時間だ。もう寝てるかー？」

「はい」

「よし。おやすみ」

　扉が開き、先生の声に続いて弘樹くんが答える。あんまりやる気もないんだろう。何人いるかの確認もせずに、先生はすぐに去っていってしまった。

　つまりはこうして皆やり過ごしているのだろう。さすがに消灯時間を超えて部屋の移動はそうできないはずだ。

　──つまりは。

「あの、弘樹くん」

　わたしは一緒のお布団に入ったまま、尋ねる。

「約束……さっきの続き……する？」

　何も見えない布団の中、弘樹くんは、確かに頷いた。
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「弘樹くんといっしょのお布団、久しぶりだね」

「そうだな」

　小さい頃は、わたしは弘樹くんのおうちにしょっちゅう泊まっていた。というかもっと言えば、泊まっているという感覚さえなかった。弘樹くんのおうちも、自分の家だと思っていたのだ。

　さすがに小学校に上がってからはあんまりそういうこともなくなったけど、それまでは大体弘樹くんと一緒に寝てた気がする。

「まあ……あの頃は、こんなことしてなかったけどな」

「そうだね」

　今、わたしたちは布団の中でお互いに向き合ったまま、弘樹くんはパジャマの上からわたしのおっぱいを揉んでいて、わたしは弘樹くんのズボンの中に手を入れておちん×んをしごいていた。

　一応、急にこの部屋の人達が戻ってきても大丈夫なようにとすぐにごまかせる範囲の『続き』だ。男女二人で同じ布団に入ってる時点であんまりごまかせてないかも知れないけど……

　そんなことはお互いにわかってるから、それはむしろ、助走のようなものだった。この後に至る場所をお互い意識しながら、わざと焦らしている。それがなんだかゾクゾクして、気持ちいい。

「瑞希……直接、揉んでいい？」

「うん。いいよいいよ」

　先に我慢できなくなったのは、弘樹くんの方だった。わたしはパジャマをぺろりとめくり上げて、ブラをずり下げる。そうすると、おっぱいがブラにぎゅっと寄せてあげられて、さらに強調するようになってしまった。

「うわ……エッロ……」

　それを見て弘樹くんがぽつりと呟く。そんなことを直接言われるのは初めてのことだった。

　思わず口から漏れた、という感じの呟きはかえって真実味を帯びていて、わたしたち、えっちなことをしてるんだなぁ……なんて改めて思ってしまう。

「たくさんさわっていいよ」

　わたしは小声でそう囁いて、ぎゅっと弘樹くんの後頭部を引き寄せる。弘樹くんは素直に頭を寄せて、わたしの谷間に顔を埋めた。

「気持ちい？」

「あー……気持ちいい……」

　さっきから手でしごいてる弘樹くんのおちん×んは、ガマン汁でドロドロになっていた。暗いし角度的にも見えないけど、きっと弘樹くんのパンツやズボンはシミになっちゃってると思う。

　わたしの手もドロドロになっていて、ヌルヌルしたその手でしごくとにちゅにちゅとエッチな音が小さく聞こえてくる。

「なあ、瑞希……」

「なあに？」

　余裕のない、弘樹くんの声。それでわたしを呼ぶ時は、たいていえっちなお願いをするときだ。

「瑞希のま×こ使ってオナニーしたいんだけど……いいか？」

　きゅうと、おなかの奥が疼く。えっちしたい、じゃなくて、わたしのおま×こを使ってオナニーがしたい。そんな言い方に、わたしはすごく興奮した。

「うん。いいよいいよ」

　太ももをすり合わせながら、わたしはなるべく平静を装って答えた。

「わたしの身体、弘樹くんの好きに使ってオナニーして」

「……っ」

　弘樹くんがぎゅっとわたしのおっぱいを鷲掴みにして、身体を寄せてくる。

　あっ。すごくえっちな顔してる。

「じゃあ……寝転がって」

「えっと、こう？」

　ごろんと仰向けになると、その上に弘樹くんが掛け布団ごと覆いかぶさってくる。

「脱がすぞ」

「ん」

　パジャマのズボンをぐいと引っ張られたので、腰を上げて脱ぎやすいようにする。ショーツも一緒に、するりと脱がされてしまった。

「脚、ひらいて」

「うん……」

　開いた脚の間に、弘樹くんが身体を割り込ませる。この体勢は、ちょっと恥ずかしいかも。

　ぴとりと、火傷しそうなくらい熱いものが股の間に押し当てられるのがわかった。弘樹くんのおちん×んだ。

「……いくぞ」

「うん。いいよ」

　ずぶり、と身体を割り開いて、弘樹くんが入ってくるのがわかった。

「……っ」

「大丈夫か？」

　身体を思いっきり抉られるような痛み。

「ん。大丈夫」

　けど、嫌じゃなかった。腕を握られても、弘樹くんだったら怖くないように。

　痛くされても、弘樹くんだったら嫌じゃない。

「はー……」

　ぎゅっと腰を押しつけるように繋がって、弘樹くんは長く息を吐く。

「気持ちいい？」

「気持ちいいけど、気持ちいいっていうより……なんだろうな」

　弘樹くんは言葉を探すように眉根を寄せて。

「しっくりくる？」

「しっくりくる」

　わたしたちは同時にそう言って、思わず笑いあった。

「わかるよー。なんか、元々こういう生き物だったみたいな感じある」

　わたしのおなかの中を弘樹くんのおちん×んがぴったりと埋めて、ずっと疼いていた奥の部分に突き当たる。

「冷静に見るとだいぶ変な生き物だけどな」

「肉食動物に即座に襲われて食べられそう」

　腰でくっつきあったこの状態では、ろくに移動することもできない。真剣に一つの生き物としてみたら手も足も頭も多すぎるし、あまりにも欠陥品だ。

　だけどなぜかわたしには……わたしたちには、これが完璧な状態のように思えたのだ。

「……動いていいか？」

「ん。いいよいいよ」

　ゆっくりと弘樹くんが腰を引き、わたしたちの肌が離れる。

　一つの完璧な生き物が、二人の男女に分かれる。

　そしてまた、ゆっくりと入り込んでくる弘樹くんの先端が、わたしの疼く場所をぎゅっと押さえて一つになる。

　くっついて、はなれて、またくっついて。

　痛みはまだあったけど、それ以上に堪えがたい気持ちよさが、わたしの身体の芯をじんと包み込んだ。

「ああ……イイ……気持ちいい……」

　苦しそうな、気持ちよさそうな、切なげな弘樹くんの顔。わたしの身体に夢中になって、何度も何度も腰を振って奥を突いてくるその顔を見ているだけで、股のところがきゅうとはしたなく彼を締めつけるのがわかった。

　おっぱいをぎゅうっと跡がつきそうなほどの強さで掴まれて、奥をこつん、こつんとノックされるたびに、目の前が真っ白になるくらいの快感が全身に響く。身体全部が、液体になって蕩けてしまうような感覚。

「瑞希……っ。俺、もう……！」

「イキそう？」

　切羽詰まったような弘樹くんの声。尋ねれば、答える余裕すらないのか、コクコクと頷いた。

「ん。いいよ。イって……」

「イく、イく、イく……！」

　呪文のようにそう繰り返しながら、ずん、と熱い塊が奥までねじ込まれる。チカ、チカ、と視界が瞬き、わたしの方はもうイっちゃってるんだ、と思った。

「イ……く……っ！」

　腰をがっしりと掴んで固定されて、逃げられなくされて、一番奥まで突っ込まれた硬いおちん×んが、わたしのナカで大きく膨らむのがわかった。いつもの怒ってるような顔とはまた違う、ギラギラした瞳がわたしを見つめている。

　犯されちゃってるんだ、と思った。

　無理やり押さえつけて、同意……は、まあしてるけど、容赦なく中出しされて……種付けされちゃうんだ。

　避妊のことを、その時初めて思い出した。

　多分弘樹くんは、このタイミングでもやめてと言えばやめてくれただろう。

　外に出したって避妊にはならないというのは保健体育の時間に習ったけれど、確率は全然違うはずだ。

　けど、だめだった。わたしの身体も心も、弘樹くんを受け入れきっていたから。

　欲しい。そう、思ってしまっていた。

「いいよ。出して」

　わたしのその言葉に促されるように、飛び出してきた精液がおなかの中を飛び跳ねる。すごい勢いで、叩きつけるように射精されてるのがわかった。

「ぐぅっ……うっ……くっ……」

　そのまま弘樹くんはわたしのおま×こでおちん×んをしごくように何回か腰を振って、最後の一滴まで精液を絞り出して膣奥に送り出す。そしてその後、出したそれをわたしの膣内に塗り込めるように、腰を押しつけたままぐりぐりっと奥を抉った。

　多分、無意識の動きだったんだと思う。けど、その赤ちゃんの種を余さずわたしの子宮に注いで、一つも無駄にせず精子を卵子に送り届けようとするかのような動きに、わたしはまたイってしまった。

「瑞、希……」

　荒く吐かれる息とともに、ぬぽりと音を立てて弘樹くんのおちん×んがわたしの中から引き抜かれる。

　勿体ない。わたしは思わず、身体を起こしてちょっとだけ柔らかくなったおちん×んをぱくりと口に咥えた。

「うおっ……」

　慌てたような、照れたような弘樹くんの声が耳に心地よい。感じるのはいつもの弘樹くんの精液の味と、別の苦味と、鉄さびのような味。多分わたしの愛液と、処女膜を破った時の血の味だと思う。

「んっ……ちゅ、んん……」

「瑞希……っ」

　名前を呼ばれておちん×んを咥えたまま見上げると、弘樹くんがまたすごくえっちな顔でわたしを見ていた。もう一回したいんだ。言われなくてもわかった。気づけばさっきまで柔らかくなってたおちん×んも、すっかり硬くなってる。

「うん。いいよ」

　わたしが頷いたその時、部屋の外が急に騒がしくなった。何人かの足音と話し声。部屋の人たちが帰ってきた声だった。

「はー。散々な目にあったな……」

　扉が開けられ、ぱちんと音がして電気がつけられる。

「あれ？　弘樹いねー」

　そしてわたしと弘樹くんは、押入れの中に隠れていた。

「便所じゃね？」

「他の部屋に遊びに行くやつじゃないしな」

　お布団はもう全部敷いてあるから、押入れが開けられることはないだろう。

「女とか興味なさそうだもんな」

　そうなの？　と暗闇の中で弘樹くんの顔を見ると、無言でおっぱいを掴まれた。

「せっかく女子の部屋いったのになんにもできなかったなあ」

　わたしはお返しとばかりに弘樹くんのおちん×んをシコシコとしごく。

「へへ……俺さ、実はさぁ」

　したい。弘樹くんの口が、声に出さずにそう動く。

「布団の中に隠れた時、高瀬とちゅーしちゃった」

　いいよ。わたしは声に出さずにそう答えて、体勢を変える。脚を広げるには押入れの中は横幅が狭すぎるから、弘樹くんにお尻を向けるようにして四つん這いになった。

「マジかよ！」

「すげー！」

「え、どんなだった!?」

　後ろからずん、と弘樹くんのおちん×んがわたしの身体を貫く。

「なんかすげー柔らかくって、いい匂いがした」

　さっき出したばっかりなのに、弘樹くんのおちん×んはさっきよりも硬くて、本当に身体を串刺しにされているみたいだった。

「すげー！　いいなー……」

「でもさ、それ、先生が邪魔しなきゃヤれたんじゃね？」

「いやそれは無理だろ。周りに皆いるんだし」

「でもおっぱいくらいは触れたんじゃね？」

　弘樹くんの身体が上からのしかかるように覆いかぶさってきて、ぎゅっとわたしのおっぱいを鷲掴みにする。

「おっぱいと言えば、倉橋のおっぱいすげーよな」

「わかる。あのおっぱいめちゃくちゃ揉みてえ」

　そして、まるで粘土遊びでもするかのようにぐにぐにと無造作に揉みしだいた。

「彼氏とかいんのかなー」

「お前は高瀬がいるんだからいいだろ！」

　そんな風に揉まれながら後ろからズンズン突かれると、弘樹くんのおもちゃにでもなったような気分になってしまう。

「はー……セックスしてみてえなあ」

　弘樹くんのオナニー用のおもちゃ。そんな風に考えると身体の芯がかっと熱くなって、もっと強引に犯して欲しい、なんて思ってしまう。

「弘樹帰ってこねーな」

「うんこじゃね。もう寝ようぜ」

　襖の隙間から漏れていた光が消え、辺りが完全な暗闇に包まれる。視界が塞がれて鋭敏になった感覚で、弘樹くんが射精しようとしているのを感じた。

　それだけでわたしは感じてしまって、気持ちよすぎて身体を支えることもできなくなって上半身をぺたりと床に突っ伏す。けど弘樹くんがわたしの腰を抱えるようにして突いてくるせいでお尻を下げることは許してもらえずに、おま×こだけを彼に差し出すような体勢になってしまった。

　もう何度も何度もイッてるのに、そのはしたないポーズと扱いに、わたしはまた深くイッてしまう。同時に、弘樹くんの精液がびゅーびゅーとわたしの中に注ぎ込まれた。

　こんな押入れに押し込められて、声を上げることもできずにオナニーの道具にされる。そんなシチュエーションにクラクラするほどの快感を得ているなんて言ったら、弘樹くんはどう思うだろう。なんて考える。

　弘樹くんなら、呆れたり軽蔑したりはしないだろうけど。

「とりあえず、あいつらが寝静まった辺りを見計らって出るぞ」

　繋がったまま耳元にこそりと囁かれて、頷く。

「……あいつらの言ってたこと、聞こえてたか？」

　その問いには、首を横に振った。何かを話していたのは聞こえてたけど、弘樹くんとのえっちが気持ちよすぎて中身まではほとんど気にする余裕なんてなかった。

　あ、一つだけ、覚えてることがあった。

「弘樹くんが、うんちしてるって」

「してねえよ馬鹿」

　ツッコミ代わりにずんと奥を突かれて、わたしはまたあっさりとイッてしまう。

　──そのまま三回戦が始まったのは言うまでもなかった。















番外編８　小さい頃の一番ふるい願いを叶えてくれる幼馴染









　そんなこんなで簡単に一線を超えてしまったわたしたちの関係は、それから爛れに爛れた。弘樹くんはどうやら絶倫というやつらしく、一日何回しても次の日にはあっさりと復活して、いくらでもえっちなことをしてくれる。

　わたしはわたしで、おっぱいを揉んでくれるお礼という名目でいつでもどこでも何度でも身体を許してしまったので、わたしたちはそりゃもう毎日何度もえっちなことをした。

　まあお礼も何も、おっぱいを揉んでもらうのも、えっちなことをしてもらうのも、すごく気持ちいいから、どっちもわたしにとっては得しかないことだったんだけど。

　最初の頃はそれでも、一応気をつけてゴムをしていた。

　けど快楽に弱いわたしは弘樹くんに生で中出しされるあの快感をどうしても忘れられず、なんだかんだと理由をつけて生で種付けしてもらって。

　そして当然の帰結として、妊娠した。

　まあ、弘樹くんのあの濃ゆい孕ませ汁で本気種付けされたら、そりゃあ孕むに決まってる。まさか避妊をやめて一発目で妊娠するとは思わなかったけど。弘樹くんの精子、強すぎる。

　わたしの卵子が弱すぎるだけかも知れないけど。弘樹くんの精子にいれてって言われたら、フルオープンでいいよいいよするわたしの卵子、如実に想像つくもんね。むしろいくつも受け入れて、双子や三つ子を妊娠しなかっただけ偉いと褒めて頂きたい。

　当然、お互いの親には物凄く怒られた。

　怒られたけど、弘樹くんが結婚するつもりだと言えば同じくらいに喜ばれ、祝福してもらえた。わたしたちはつくづく、いい親に産んでもらったのだなと思う。

「はー……しっかし、いつまで経っても仲いいとは思ってたけど、まさかこんなになるとはねぇ……」

　ウェディングドレスに身を包んだわたしの姿を見て、お母さんはしみじみと呟く。

「そんなに意外？」

「いや。あんたたちが結婚することに意外性は一ミリもない。ただこんなに早くってのと、まさかもう子供まで作っちゃってるってのがね……」

「えー、そうかなあ……」

　わたしと弘樹くんが結婚することについては、個人的には納得と意外が半々といったところだ。こうしかならないような気もしていたし、絶対にならないという気もしていた。矛盾しているかも知れないけど、それが正直な感想だ。

「まあね？　年頃の男女をおんなじ部屋に入れときゃそうなるのは当然かも知んないけどさ。あんたたち、あまりにもそういう雰囲気なかったから……」

　それはちょっとわかる気がする。友達なんかでも、えっちをした子はなんとなく雰囲気が変わる。大人っぽくなると言うか、艶っぽくなると言うか。あっ、したんだ……って感じになる。

　けど、わたしと弘樹くんはよくも悪くもずっといつもどおりだった。

「弘樹のことも赤ちゃんのときから知ってるからさあ。ぶっちゃけあんたたちがどういう顔してセックスしてんのか全然想像つかないもん」

「わたしもお父さんとお母さんがどういう顔でえっちしてるかは想像つかないよ」

「ついてたまるか。……いや、そういうことなのか？」

　ううーん、とお母さんは頭を抱えて思い悩む。

「それにそもそも、わたし弘樹くんのことが好きってわけじゃないしね」

「はあ!?」

　お母さんにならわかってもらえるんじゃないかな、と思ってついそう漏らすと、お母さんは盛大に顔を歪めた。何言ってんだこいつ、って感じだ。

「何言ってんのあんた」

　というか、言われた。

「いや、もちろん、幼馴染としては大好きだよ。でも恋人って感じじゃないっていうか……例えば、別に弘樹くんに他に恋人ができてもなんとも思わないと思うし」

「はぁー……」

　慌てて補足すると、物凄く呆れたような顔で見られる。

「あんたさ。それ……単に、『浮気されたってそんなこと気にもならないほどめちゃくちゃべた惚れしてる』ってだけなんじゃないの？」

「えっ？」

　そして、お母さんの言葉に、わたしは絶句した。

「それか、『弘樹が自分以外の子とどうにかなるなんて露ほども思ってない』とか」

「ええっ？」

　そうかな。どうなのかな。

　……そう、なのかも。

　どっちもありうるというか、実際どっちもあるような気がしてきた……確かに、弘樹くんが他の女の子と付き合ったりえっちしたりする姿って具体的に想像したことないし、しようと思っても全然思い浮かばない。

「まあ、どうだっていいけどさ。あんたはホント、生まれたときから弘樹にべったりだったんだから。今さら好きじゃないなんて言われたって信じられるもんか。三つの時の約束を最速で果たしやがったって、藤尾たちと散々笑ったんだから」

「約束って？」

　覚えのない話に、わたしは首をかしげる。

「弘樹と一緒がいい、って言って聞かなかったんだよ、あんた」

「あ、それはなんか覚えてるけど」

　ひろきくんといっしょがいい。それが、小さい頃のわたしの口癖だった気がする。一番古い思い出も、そう言って泣きわめいていたことだ。

「名字が一緒じゃないのが嫌だって言ったんだよ、あんたは。なんで弘樹くんだけ藤尾なの、倉橋じゃないのーってね。なんでもクソも、藤尾の子供だからだよ！」

　あっ。

　確かにわたし、そんなことを言ったような気がする。

　あの頃のわたしはまだ弘樹くんと自分が別の家族だって言うことを理解していなかった。おうちは二つとも自分のだと思ってたし、お父さんとお母さんも二人ずついるんだとばかり思ってた。

「だから言ってやったんだよ。そんなに同じ名字になりたきゃ、将来結婚しなって」

「……ぜんぜん、覚えてない」

　弘樹くんはそれ、覚えてるんだろうか。

「ま、ともかくだ。あんたたちは誰がどう見ても似合いの夫婦だから、そんな心配することはないよ」

　ぽん、と頭を撫でられる。わたしの不安は、どうやらすっかり見通されているようだった。

「……かなわないなあ」

　おっぱいの大きさではもう抜かしたのに、お母さんの格好よさにはどうやらまだまだ勝てそうもない。

「あったりまえだ。あたしは弘樹よりもあんたとの付き合いが長いんだよ」

「……二カ月だけでしょ」

「なーに言ってんだ」

　思わず唇を尖らせると、ぽんとお腹を軽く叩かれる。

「プラス十月と十日だよ」

「──なるほど」

　その瞬間、わたしの中で新しい目標ができた。

　今までわたしは、お母さんみたいな格好いい女の人になりたいと思ってた。

　けど今は……お母さんみたいな、お母さんになりたい。そう思った。

「そろそろ準備お願いします」

「はあい」

　式場の人に声をかけられ、わたしは席を立つ。

「じゃ、最後の仕上げだ。……動くなよ」

　お母さんはそう言って、わたしの頭に載せたベールをゆっくりと下ろし、顔を隠す。

「ん。綺麗だ。弘樹の奴、腰抜かすぜ」

「……ありがと、お母さん」

　軽く掲げられた拳に、わたしはコツンと拳を当てる。花嫁とその母のやりとりとしてはどうかと思うけど、こんな方がわたしたちらしいなって。

　そんなことを、思った。


了
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